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１．到達⽬標	

1.0. 電話リレーサービスの仕組みと社会的意義を理解している。 

2.0. 電話リレーサービスにおける通訳オペレータの役割を理解している。 

3.0. 発信を受けてから通話を終了するまでの通訳オペレーションの手順をスムーズに行うことが

できる。 

4.0. 電話リレーサービスの多様な利用者像やそのコミュニケーション・ニーズについて知識を有

している。 

5.0. 電話リレーサービスの多様な利用者像やそのコミュニケーション・ニーズについての知識を

利用者と相手先のコミュニケーションを円滑につなぐ通訳オペレーションに活かすことがで

きる。 

6.0. 高い言語スキルと通訳スキルを以て，利用者や相手先の発話を手話/文字/音声に変換するこ

とができる。 

7.0. 利用者と相手先のターンテイキングの調整や，一方の発話がない状況における情報提供など

の通話マネジメント方略を有している。 

8.0. カスタマーサービスとしての電話応対をすることができる。 

9.0. 「通訳オペレータ運用指針」に示される職業倫理を保持することができる。 

10.0. 電話リレーサービスにおけるやりとりを利用者，相手先，通訳オペレータの３者によるコミ

ュニケーションとして捉え，刻一刻と状況が変化していくなかで通訳オペレータが対応すべ

きことを構造的に把握することができる。 

11.0. 通訳オペレーション業務において生じる状況を幅広く考慮して，倫理的かつ効果的な意思決

定を行うことができる。 

12.0. 通訳オペレータとして行った意思決定の結果を認識し，継続的な対応をとることができる。 

13.0. ケース検討を目的として，守秘義務に留意し制限された条件や状況下でケースの情報共有を

行うことができる。 

14.0. 自身の力で課題を発見し，問題解決のための手立てを考えることができる。 

15.0. 対人専門職として，自己研鑽を続ける意欲及び態度を有している。 
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２．学習内容と時間数	

   

教育内容 時間数 

電話リレーサービスの背景 3.0 

 １．電話リレーサービスの基礎知識 3.0 

電話リレーサービスの利用者とコミュニケーション・ニーズ 7.5 

 ２．聴覚障害の基礎知識 1.5 

３．聴覚障害者からみた日本語・日本文化 1.5 

４．第２言語としての日本語を考慮した通訳 1.5 

５．聴覚障害者にとっての電話リレーサービス 2.0 

６．言語障害者にとっての電話リレーサービス 1.0 

通訳オペレーションの基本 3.5 

 ７．通訳オペレーションの手順 3.5 

通訳オペレータとしての基本的姿勢 6.0 

 ８．通訳オペレータとしての職責 3.0 

９．意思疎通支援事業と電話リレーサービスの相違 1.5 

10. 電話応対の基本 1.5 

電話リレーサービスの通訳のための理論と実践 

（デマンド・コントロール・スキーマを適用した対話型作業分析） 
10.5 

 11. デマンド・コントロール・スキーマの基礎知識 0.5 

12. 通訳におけるデマンド 2.0 

13. 通訳者の内面に起因するデマンド 1.5 

14. 通訳におけるコントロール 1.5 

15. デマンドとコントロールの相互作用 2.0 

16. 職業倫理に基づく実践 1.5 

17. デマンド・コントロール・スキーマに基づいた事例検討 1.5 

実践トレーニング 9.0 

 18. 日本手話スキル・手話通訳スキル・文字通訳スキルの向上 4.5 

19. 現場実習 4.5 

まとめ 0.5 

 20. 学習のふりかえりと到達度チェック 0.5 

合  計 40.0 時間 
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３．到達⽬標と各回の学習⽬標の関係	

 

No テーマ 到達目標との関連性 ねらい（学習目標） 

1 電話リレーサービスの
基礎知識 

1.0. 電話リレーサービスの仕
組みと社会的意義を理解
している。 

2.0. 電話リレーサービスにお
ける通訳オペレータの役
割を理解している。 

①  公共インフラとして電話リ
レーサービスが開始される
までの経緯について説明で
きる。 

② 電話リレーサービスの法的
根拠について説明できる。 

③ 電話リレーサービス運用の
基本的なしくみについて説
明できる。 

④ 電話リレーサービス提供に
係る規程について説明でき
る。 

2 聴覚障害の基礎知識 4.0. 電話リレーサービスの多
様な利用者像やそのコミ
ュニケーション・ニーズ
について知識を有してい
る。 

5.0. 電話リレーサービスの多
様な利用者像やそのコミ
ュニケーション・ニーズ
についての知識を利用者
と相手先のコミュニケー
ションを円滑につなぐ通
訳オペレーションに活か
すことができる。 

① 聴覚障害の原因，程度，受
障時期による違いについて
説明できる。 

② 聴覚障害者のコミュニケー
ション及び社会生活上の困
難について説明できる。 

③ 聴覚障害者を対象とした社
会福祉サービスの概要につ
いて理解できる。 

④ 電話リレーサービスを利用
する聴覚障害者の多様性に
ついて説明できる。 

3 聴覚障害者からみた日
本語・日本文化 

4.0. 電話リレーサービスの多
様な利用者像やそのコミ
ュニケーション・ニーズ
について知識を有してい
る。 

5.0. 電話リレーサービスの多
様な利用者像やそのコミ
ュニケーション・ニーズ
についての知識を利用者
と相手先のコミュニケー
ションを円滑につなぐ通
訳オペレーションに活か
すことができる。 

① 先天性聴覚障害者と聴者の
間に生じる言語・文化的ギ
ャップの背景について説明
できる。 

② 先天性聴覚障害者と聴者の
間に生じる言語・文化的ギ
ャップの具体例を挙げるこ
とができる。 

③ 先天性聴覚障害者と聴者の
間の言語・文化的な調整方
略について論じることがで
きる。 
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4 第２言語としての日本
語を考慮した通訳 

4.0. 電話リレーサービスの多
様な利用者像やそのコミ
ュニケーション・ニーズ
について知識を有してい
る。 

5.0. 電話リレーサービスの多
様な利用者像やそのコミ
ュニケーション・ニーズ
についての知識を利用者
と相手先のコミュニケー
ションを円滑につなぐ通
訳オペレーションに活か
すことができる。 

① 先天性聴覚障害者を言語的
マイノリティとして捉える
べき理由を説明できる。 

② 非母語話者からみた日本語
の特徴につい て説明で き
る。 

③ 母語 話 者 の 日 本 語 につい
て，非母語話者が意味を捉
えやすいように言いかえる
／書 き か え る こ と が で き
る。 

5 聴覚障害者にとっての
電話リレーサービス 

4.0. 電話リレーサービスの多
様な利用者像やそのコミ
ュニケーション・ニーズ
について知識を有してい
る。 

5.0. 電話リレーサービスの多
様な利用者像やそのコミ
ュニケーション・ニーズ
についての知識を利用者
と相手先のコミュニケー
ションを円滑につなぐ通
訳オペレーションに活か
すことができる。 

① 聴覚障害者の生活や社会参
加において，電話リレーサ
ービスがもつ意味を述べる
ことができる。 

② 聴覚障害者がどのように電
話リレーサービスを利用し
ているのか，利用者の立場
に立ったイメージをもつこ
とができる。 

③ 利用者の立場から述べられ
るオペレータへの要望を，
「 通 訳 オ ペ レ ー タ運用指
針」に照らし合わせて受け
止めることができる。 

6 言語障害者にとっての
電話リレーサービス 

4.0. 電話リレーサービスの多
様な利用者像やそのコミ
ュニケーション・ニーズ
について知識を有してい
る。 

5.0. 電話リレーサービスの多
様な利用者像やそのコミ
ュニケーション・ニーズ
についての知識を利用者
と相手先のコミュニケー
ションを円滑につなぐ通
訳オペレーションに活か
すことができる。 

① 言語障害の原因と症状，分
類について説明できる。 

② 言語障害者のコミュニケー
ションにおける困難や心理
について説明できる。 

③ 言語障害をもつ利用者の通
訳オペレーションにあたっ
て考慮すべきことを説明で
きる。 

7 通訳オペレーションの
手順 

3.0. 発信を受けてから通話を
終了するまでの通訳オペ
レーションの手順をスム
ー ズ に 行 う こ と が で き
る。 

9.0. 「通訳オペレータ運用指
針」に示される職業倫理

① 「手話オペレータ対応マニ
ュアル」「文字オペレータ
対応マニュアル」で指定さ
れた発話も含め，発信を受
けてから通話を終了するま
での手順をスムーズに行え
る。 
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を保持す る こ と が で き
る。 

② 不測の事態が生じたときに
適切な対応をとることがで
きる。 

③ 「手話オペレータ対応マニ
ュアル」「文字オペレータ
対応マニュアル」に示され
た事項に対応することがで
きる。 

8 通訳オペレータとして
の職責 

1.0. 電話リレーサービスの仕
組みと社会的意義を理解
している。 

2.0. 電話リレーサービスにお
ける通訳オペレータの役
割を理解している。  

9.0. 「通訳オペレータ運用指
針」に示される職業倫理
を保持す る こ と が で き
る。 

① 電話リレーサービスに係る
各種規程，規約，指針，マ
ニュアル，法律等から，通
訳オペレータの職責がどの
ようなものであるか述べる
ことができる。 

② 利用者としての義務と責任
がどのようなものであるか
述べることができる。 

③ 通訳オペレータとして対応
すべき範囲について述べる
ことができる。 

9 意思疎通支援事業と電
話リレーサービスの相
違 

1.0. 電話リレーサービスの仕
組みと社会的意義を理解
している。 

2.0. 電話リレーサービスにお
ける通訳オペレータの役
割を理解している。 

9.0. 「通訳オペレータ運用指
針」に示される職業倫理
を保持す る こ と が で き
る。 

① 意思疎通支援事業に基づく
従来の通訳と電話リレーサ
ービスの違いについて，通
訳場面比較チャートを使っ
て説明できる。 

② 意思疎通支援事業と電話リ
レーサービスで通訳者/通訳
オペレータに求められる役
割と責任の相違を，通訳倫
理規程（「通訳オペレータ
運用指針」「手話通訳士倫
理綱領」「要約筆記者の倫
理綱領」など）に照らし合
わせて述べる こ と が で き
る。 

③ 架空の通訳場面について，
意思疎通支援事業の通訳と
電話リレーサービスで判断
がどのように異なるのか論
じることができる。 

10 電話応対の基本 8.0. カスタマーサービスとし
ての電話応対をすること
ができる。 

① 電話応対で求められるカス
タマーサービスの要素を挙
げることができる。 

② 電話応対における良いカス
タマーサービスを実践する
ことができる。 
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11 デマンド・コントロー
ル・スキーマの基礎知
識 

10.0. 電話リレーサービスにお
けるやりとりを利用者，
相手先，通訳オペレータ
の３者によるコミュニケ
ーションとして捉え，刻
一刻と状況が変化してい
くなかで通訳オペレータ
が対応すべきことを構造
的に把握することができ
る。 

11.0. 通訳オペレーション業務
において生じる状況を幅
広く考慮して，倫理的か
つ効果的な意思決定を行
うことができる。 

12.0. 通訳オペレータとして行
った意思決定の結果を認
識し，継続的な対応をと
ることができる。 

14.0. 自身の力で 課 題 を 発見
し，問題解決のための手
立てを考えることができ
る。 

15.0. 対人専門職として，自己
研鑽を続ける意欲及び態
度を有している。 

① デマンド・コントロール・
スキーマ（DC-S）の基本
的な枠組みの全体像を述べ
ることができる。 

② 通訳オペレーション業務に
DC-S を適用することの重
要性について説明できる。 

12 通訳におけるデマンド 10.0. 電話リレーサービスにお
けるやりとりを利用者，
相手先，通訳オペレータ
の３者によるコミュニケ
ーションとして捉え，刻
一刻と状況が変化してい
くなかで通訳オペレータ
が対応すべきことを構造
的に把握することができ
る。 

14.0. 自身の力で 課 題 を 発見
し，問題解決のための手
立てを考えることができ
る。 

① 環境に起因するデマンドと
はどういうものか説明でき
る。 

② 人間関係に起因するデマン
ドとはどういうものか説明
できる。 

③ 発話の性質に起因するデマ
ンドとはどういうものか説
明できる。 

④ 通訳者の内面に起因するデ
マンドとはどういうものか
説明できる。 

⑤ ４つのデマンド（EIPI）を適
切に特定し，明確に述べる
ことができる。 

⑥ EIPI のデマンドカテゴリを
適切に区別することで得ら
れる効果について説明でき
る。 
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13 通訳者の内面に起因す
るデマンド 

10.0. 電話リレーサービスにお
けるやりとりを利用者，
相手先，通訳オペレータ
の３者によるコミュニケ
ーションとして捉え，刻
一刻と状況が変化してい
くなかで通訳オペレータ
が対応すべきことを構造
的に把握することができ
る。 

15.0. 対人専門職として，自己
研鑽を続ける意欲及び態
度を有している。 

① 通訳者の内面に起因するデ
マンドをコントロールと混
同せず区別することができ
る。 

② 自身について，通訳者の内
面に起因するデマンドの発
生傾向，コントロールの判
断傾向を客観的に述べるこ
とができる。 

14 通訳におけるコントロ
ール 

10.0. 電話リレーサービスにお
けるやりとりを利用者，
相手先，通訳オペレータ
の３者によるコミュニケ
ーションとして捉え，刻
一刻と状況が変化してい
くなかで通訳オペレータ
が対応すべきことを構造
的に把握することができ
る。 

11.0. 通訳オペレーション業務
において生じる状況を幅
広く考慮して，倫理的か
つ効果的な意思決定を行
うことができる。 

14.0. 自身の力で 課 題 を 発見
し，問題解決のための手
立てを考えることができ
る。 

① 自身の有するコントロー
ル・リソースを客観的に捉
えることができる。 

② 業務開始前・業務中・業務
終了後の３つのコントロー
ル機会に分けて，どのよう
なコントロールの例がある
のかあげることができる。 

③ 業務終了後のコントロール
としてのストレス・マネジ
メントの重要性について論
じることができる。 

15 デマンドとコントロー
ルの相互作用 

10.0. 電話リレーサービスにお
けるやりとりを利用者，
相手先，通訳オペレータ
の３者によるコミュニケ
ーションとして捉え，刻
一刻と状況が変化してい
くなかで通訳オペレータ
が対応すべきことを構造
的に把握することができ
る。 

11.0. 通訳オペレーション業務
において生じる状況を幅
広く考慮して，倫理的か
つ効果的な意思決定を行
うことができる。 

12.0. 通訳オペレータとして行
った意思決定の結果を認

① デマンドのコンステレーシ
ョン（布置）を的確に把握
し，コントロールの選択肢
を絞り込むことができる。 

② 併発的デマンドを考慮しつ
つ，積極的-消極的な判断の
スペクトラムにおいて，職
業倫理に則った判断を柔軟
に考え出すことができる。 

③ 自身のコントロール決定の
判断傾向について認識でき
る。 



9 

	

識し，継続的な対応をと
ることができる。 

14.0. 自身の力で 課 題 を 発見
し，問題解決のための手
立てを考えることができ
る。 

15.0. 対人専門職として，自己
研鑽を続ける意欲及び態
度を有している。 

16 職業倫理に基づく実践 9.0. 「通訳オペレータ運用指
針」に示される職業倫理
を保持す る こ と が で き
る。 

10.0. 電話リレーサービスにお
けるやりとりを利用者，
相手先，通訳オペレータ
の３者によるコミュニケ
ーションとして捉え，刻
一刻と状況が変化してい
くなかで通訳オペレータ
が対応すべきことを構造
的に把握することができ
る。 

11.0. 通訳オペレーション業務
において生じる状況を幅
広く考慮して，倫理的か
つ効果的な意思決定を行
うことができる。 

12.0. 通訳オペレータとして行
った意思決定の結果を認
識し，継続的な対応をと
ることができる。 

14.0. 自身の力で 課 題 を 発見
し，問題解決のための手
立てを考えることができ
る。 

15.0. 対人専門職として，自己
研鑽を続ける意欲及び態
度を有している。 

① 倫理的かつ効果的な意思決
定アプローチにおいて，目
的論と義務論それぞれの価
値観の適用の仕方を述べる
ことができる。 

② 「通訳オペレータ運用指
針」にみられる職業の価値
観がどのようなものである
か述べることができる。 

③ コントロールの決定によっ
て生じるポジティブ/ネガテ
ィブな結果とはどういうも
のか述べることができる。 

④ コントロールの決定によっ
て生じるデマンドに対して
継続的にコントロールで対
応することが通訳オペレー
タの責任であると認識でき
る。 

17 デマンド・コントロー
ル・スキーマに基づい
た事例検討 

8.0. カスタマーサービスとし
ての電話応対をすること
ができる。 

9.0. 「通訳オペレータ運用指
針」に示される職業倫理
を保持す る こ と が で き
る。 

① 通 訳 オ ペ レ ー シ ョ ン 業務
を，「デマンド」—「コン
ト ロ ー ル 」—「結果」—
「 発 生 し た新た な デ マ ン
ド」（DCCRD）のプロセ
スで捉えることができる。 
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10.0. 電話リレーサービスにお
けるやりとりを利用者，
相手先，通訳オペレータ
の３者によるコミュニケ
ーションとして捉え，刻
一刻と状況が変化してい
くなかで通訳オペレータ
が対応すべきことを構造
的に把握することができ
る。 

11.0. 通訳オペレーション業務
において生じる状況を幅
広く考慮して，倫理的か
つ効果的な意思決定を行
うことができる。 

12.0. 通訳オペレータとして行
った意思決定の結果を認
識し，継続的な対応をと
ることができる。 

13.0. ケー ス 検 討 を 目 的 と し
て，守秘義務に留意し制
限された条件や状況下で
ケースの情報共有を行う
ことができる。 

14.0. 自身の力で 課 題 を 発見
し，問題解決のための手
立てを考えることができ
る。 

15.0. 対人専門職として，自己
研鑽を続ける意欲及び態
度を有している。 

② ケース分析に必要な情報を
適切に記したケースレポー
トを作成できる。 

③ 通訳オペレータ同士で対話
型作業分析を用いて省察的
実践の議論を行い，通訳オ
ペレーション業務における
意思決定の改善につなげる
ことができる。 

18 日本手話スキル・手話
通訳スキル・文字通訳
スキルの向上 

6.0. 高い言語スキルと通訳ス
キルを以て，利用者や相
手先の発話を手話/文字/
音声に変換することがで
きる。 

＜手話通訳オペレータ＞ 

① 日本手話スキルにおける自
身の課題を認識し，スキル
アップのための具体的な手
立てを考えて実践できる。 

② 「理解」→「保持」→「再
表現」の通訳プロセスにお
ける自身の課題を認識し，
スキルアップのための具体
的な手立てを考えて実践で
きる。 

＜文字通訳オペレータ＞ 

① 要約筆記技法を習得し，話
者の話した内容を簡潔かつ
正確に伝える文にして入力
することができる。 
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② 定型文のショートカットキ
ー入力など，効率的に入力
することができる。 

③ 先天性聴覚障害者の文章理
解方略や 「 やさし い 日 本
語」を考慮したわかりやす
い文で入力することができ
る。 

19 現場実習 1.0. 電話リレーサービスの仕
組みと社会的意義を理解
している。 

2.0. 電話リレーサービスにお
ける通訳オペレータの役
割を理解している。 

3.0. 発信を受けてから通話を
終了するまでの通訳オペ
レーションの手順をスム
ー ズ に 行 う こ と が で き
る。 

4.0. 電話リレーサービスの多
様な利用者像やそのコミ
ュニケーション・ニーズ
について知識を有してい
る。 

5.0. 電話リレーサービスの多
様な利用者像やそのコミ
ュニケーション・ニーズ
についての知識を利用者
と相手先のコミュニケー
ションを円滑につなぐ通
訳オペレーションに活か
すことができる。 

6.0. 高い言語スキルと通訳ス
キルを以て，利用者や相
手先の発話を手話/文字/
音声に変換することがで
きる。 

7.0. 利用者と相手先のターン
テイキングの調整や，一
方の発話がない状況にお
ける情報提供などの通話
マネジメント方略を有し
ている。 

8.0. カスタマーサービスとし
ての電話応対をすること
ができる。 

9.0. 「通訳オペレータ運用指
針」に示される職業倫理

① 高い言語スキルと通訳スキ
ルを以て，話者が述べたこ
とを過不足なく，かつわか
りやすく手話/文字/音声に
変換することができる。 

② 通訳オペレータとして対応
すべきデマンドを構造的に
とらえ，職業倫理に則った
柔軟な判断を行うことがで
きる。 

③ カスタマーサービスとして
の電話応対ができる。 

④ 通話マネジメント方略を適
切に使うことができる。 

⑤ 担当した通訳オペレーショ
ン業務についてケースレポ
ートを作成し，意思決定の
改善につながる省察的実践
の議論を 行 う こ と が で き
る。 
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を保持す る こ と が で き
る。 

10.0. 電話リレーサービスにお
けるやりとりを利用者，
相手先，通訳オペレータ
の３者によるコミュニケ
ーションとして捉え，刻
一刻と状況が変化してい
くなかで通訳オペレータ
が対応すべきことを構造
的に把握することができ
る。 

11.0. 通訳オペレーション業務
において生じる状況を幅
広く考慮して，倫理的か
つ効果的な意思決定を行
うことができる。 

12.0. 通訳オペレータとして行
った意思決定の結果を認
識し，継続的な対応をと
ることができる。 

13.0. ケー ス 検 討 を 目 的 と し
て，守秘義務に留意し制
限された条件や状況下で
ケースの情報共有を行う
ことができる。 

14.0. 自身の力で 課 題 を 発見
し，問題解決のための手
立てを考えることができ
る。 

15.0. 対人専門職として，自己
研鑽を続ける意欲及び態
度を有している。 

20 学習のふりかえりと到
達度チェック 

1.0. 電話リレーサービスの仕
組みと社会的意義を理解
している。 

2.0. 電話リレーサービスにお
ける通訳オペレータの役
割を理解している。 

3.0. 発信を受けてから通話を
終了するまでの通訳オペ
レーションの手順をスム
ー ズ に 行 う こ と が で き
る。 

4.0. 電話リレーサービスの多
様な利用者像やそのコミ
ュニケーション・ニーズ

① 研修で 学んだこ と につい
て，自身の知識とスキルの
到達度を客観的に認識でき
る。 

② 今後，現場実践の中で研鑽
を積むべき自身の課題を明
確にし，知識やスキル向上
のための具体的な手立てを
述べることができる。 
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について知識を有してい
る。 

5.0. 電話リレーサービスの多
様な利用者像やそのコミ
ュニケーション・ニーズ
についての知識を利用者
と相手先のコミュニケー
ションを円滑につなぐ通
訳オペレーションに活か
すことができる。 

6.0. 高い言語スキルと通訳ス
キルを以て，利用者や相
手先の発話を手話/文字/
音声に変換することがで
きる。 

7.0. 利用者と相手先のターン
テイキングの調整や，一
方の発話がない状況にお
ける情報提供などの通話
マネジメント方略を有し
ている。 

8.0. カスタマーサービスとし
ての電話応対をすること
ができる。 

9.0. 「通訳オペレータ運用指
針」に示される職業倫理
を保持す る こ と が で き
る。 

10.0. 電話リレーサービスにお
けるやりとりを利用者，
相手先，通訳オペレータ
の３者によるコミュニケ
ーションとして捉え，刻
一刻と状況が変化してい
くなかで通訳オペレータ
が対応すべきことを構造
的に把握することができ
る。 

11.0. 通訳オペレーション業務
において生じる状況を幅
広く考慮して，倫理的か
つ効果的な意思決定を行
うことができる。 

12.0. 通訳オペレータとして行
った意思決定の結果を認
識し，継続的な対応をと
ることができる。 

13.0. ケー ス 検 討 を 目 的 と し
て，守秘義務に留意し制
限された条件や状況下で
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ケースの情報共有を行う
ことができる。 

14.0. 自身の力で 課 題 を 発見
し，問題解決のための手
立てを考えることができ
る。 

15.0. 対人専門職として，自己
研鑽を続ける意欲及び態
度を有している。 
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４．事前課題と予習	

事前課題や予習を行うことで，研修における学びを深め，知識を実践に結びつける学習活動が可能

となります。このカリキュラムでは，事前課題を設定している回があります。事前課題や予習には

積極的に取り組みましょう。 

 

５．学習活動	

このカリキュラムでは，知識を実践に結びつけ自ら問題を解決する力を育むため，グループワーク

や演習といったアクティブ・ラーニングを多く取り入れています。学習活動では積極的に意見を出

し合っていきましょう。 

 

６．ルーブリックによる学習到達度の評価	

各回において，受講者自身の学習到達度を評価するルーブリックを取り入れています。受講後，設

けられている学習目標についての到達度を必ずチェックするようにして，十分に身につけられてい

るものとそうでないものを把握し，その後の学習のなかで意識していくようにしましょう。 

 

７．オンデマンド受講	

オンデマンド受講では，グループワーク等行えない学習活動がありますので，提出課題を設けてい

ます。オンデマンド受講者は必ず指定された課題に取りくみ，提出するようにしてください。 

 

８．使⽤する書籍・⽂献	

高木真知子・中野聡子（2022）. デマンド・コントロール・スキーマ：対人専門職としての手話

通訳 倫理的・効果的な意思決定のために. 明石書店. 

庵功雄（2020）. やさしい日本語—多文化共生社会へ 岩波新書（新赤版）. 岩波書店. 

中野聡子（2022）. 対人専門職としての手話通訳教育における論考. 群馬大学共同教育学部附属教

育実践センター紀要「教育実践研究」, 39, 137-147. 

 

  



16 

	

  



17 

	

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各回の内容 
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	 	 電話リレーサービスの背景	

1． 電話リレーサービスの基礎知識	
	

	

	

	

	

	

ねらい（学習⽬標）	

1. 公共インフラとして電話リレーサービスが開始されるまでの経緯について説明できる。 

2. 電話リレーサービスの法的根拠について説明できる。 

3. 電話リレーサービス運用の基本的なしくみについて説明できる。 

4. 電話リレーサービス提供に係る規程について説明できる。 

	

到達⽬標との関連性	

1.0．電話リレーサービスの仕組みと社会的意義を理解している。 

2.0．電話リレーサービスにおける通訳オペレータの役割を理解している。 

	

研修時間	

３．０時間 

	

実施形態	

講義 

	

主な内容	

1. 公共インフラとして電話リレーサービスが開始されるまでの経緯 

u コースの全体像 

u 公共インフラとしての電話リレーサービス（開始までの経緯，法的根拠，規程等） 

u 電話リレーサービスの基本的なしくみ 

＜トピックス＞ 
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・ 海外の電話リレーサービス普及状況 

・ 日本財団電話リレーサービス・モデルプロジェクト 

 

2. 電話リレーサービスの法的根拠 

・ 電話リレーサービス法 

・ 障害者差別解消法 

・ 障害者基本法と障害者基本計画 

 

3. 電話リレーサービス運用の基本的なしくみ 

・ 電話リレーサービス提供機関の通訳オペレータを通じて聴覚障害者等と聴覚障害者等以外の者や
緊急通報受理機関との通話を行う流れ 

・ 公共インフラとしての電話リレーサービスの特長（24 時間 365 日のサービス提供，双方向サー
ビス，緊急通報受理機関との接続など） 

・ 伝言と通訳の相違 

・ 電話リレーサービス制度の概要（電話提供事業者→電話リレーサービス支援機関→電話リレーサ

ービス提供機関の流れ，負担金，利用料など） 

 

4. 電話リレーサービス提供に関わる規程 

・ 電話リレーサービス提供業務規程 

	

必要な教材・資料	

• カリキュラム・ガイド及び受講資料 

• 電話リレーサービス公式サイト  https://nftrs.or.jp/ 

• 電話リレーサービス法 

• 電話リレーサービス提供業務規程 

• 障害者差別解消法 

• 障害者基本法と障害者基本計画 

	

事前課題	

• 下記のすべてに目を通しておくこと。 

Ø カリキュラム・ガイド及び受講資料 

Ø 電話リレーサービス公式サイト  https://nftrs.or.jp/ 

Ø 電話リレーサービス法 

Ø 電話リレーサービス提供業務規程 

Ø 障害者差別解消法 
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Ø 障害者基本法と障害者基本計画 

	

オンデマンド受講者の提出物	

• 電話リレーサービスの概要（サービスのしくみ，設立経緯，法的根拠，法的規制）と，どのよう
なオペレータになることを目指しているのか展望について 800〜1,000 字程度でレポートをま

とめること。 

• カリキュラム・ガイドのルーブリックによる評価を行い提出すること。 

	

ルーブリック	

＜学習⽬標に関する到達度＞	

カテゴリ 5 10 15 

1. 公共インフラとし
て電話リレーサー
ビスが開始される
までの経緯につい
て説明できる。 

 

電話リレーサービスの
開始経緯についてほと
んど説明できない。 

日本財団モデル・プロ
ジェクトのことにもふ
れつつ，公共インフラ
サービス開始までのお
おまかな経緯について
説明できる。 

日本財団モデル・プロ
ジェクトとの違いを含
め，公共インフラサー
ビス開始までの経緯を
詳細に説明できる。 

2. 電話リレーサービ
スの法的根拠につ
いて説明できる。 

 

電話リレーサービスに
関連する法律に記載さ
れている事項について
ほとんど説明で き な
い。 

電話リレーサービスに
関連する法律について
重要な事項をいくつか
あげて説明できる。 

電話リレーサービスに
関連する法律について
どのようなことが記載
されているのか詳細に
説明できる。 

3. 電話リレーサービ
スの基本的なしく
みについて説明で
きる。 

 

電話リレーサービスの
しくみについてほとん
ど説明することができ
ない。 

電話リレーサービスの
しくみについて基本的
な事柄をあげて説明で
きる。 

電話リレーサービスの
しくみについて詳細に
説明できる。 



21 

	

	

第２回「聴覚障害の基礎知識」に向けた準備	

カリキュラム・ガイド及び受講資料に目を通しておくこと。	

  

4. 電話リレーサービ
ス提供に係る規程
について説明でき
る。 

 

電話リレーサービス提
供業務規程についてほ
とんど説明できない。 

電話リレーサービス提
供業務規程について基
本的な事柄をあげて説
明できる。 

電話リレーサービス提
供業務規程について詳
細に説明できる。 
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	 	 電話リレーサービスの利⽤者とコミュニケーション・ニーズ	

２．聴覚障害の基礎知識	
	

	

	

	

	

	

ねらい（学習⽬標）	

1. 聴覚障害の原因，程度，受障時期による違いについて説明できる。 

2. 聴覚障害者のコミュニケーション及び社会生活上の困難について説明できる。 

3. 聴覚障害者を対象とした社会福祉サービスの概要について理解できる。 

4. 電話リレーサービスを利用する聴覚障害者の多様性について説明できる。 

	

到達⽬標との関連性	

4.0．電話リレーサービスの多様な利用者像やそのコミュニケーション・ニーズについて知識を有して

いる。 

5.0．電話リレーサービスの多様な利用者像やそのコミュニケーション・ニーズについての知識を利用

者と相手先のコミュニケーションを円滑につなぐ通訳オペレーションに活かすことができる。	

	

研修時間	

１．５時間 

	

実施形態	

講義 

	

u 聴覚障害の原因，程度，受障時期による違い 

u 聴覚障害者のコミュニケーション及び社会生活上の困難 

u 聴覚障害者を対象とした社会福祉サービスの概要 

u 電話リレーサービスを利用する聴覚障害者の多様性 

＜トピックス＞ 
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主な内容	

1. 聴覚障害の原因，程度，受障時期による違い 

・ 聴覚障害の種類と分類（耳のしくみ，オージオグラムの見方，伝音性難聴・感音性難聴・混合性
難聴，難聴の程度，身体障害者手帳の等級など） 

 

2. 聴覚障害者のコミュニケーション及び社会生活上の困難 

・ 聴覚補償機器（補聴器，人工内耳など） 

・ 先天性聴覚障害者の言語習得及びコミュニケーション 

・ 後天性聴覚障害者のコミュニケーション 

 

3. 聴覚障害者を対象とした社会福祉サービスの概要 

・ 聴覚障害者に係る社会福祉施策 

・ 障害者総合支援法における意思疎通支援事業 

 

4. 電話リレーサービスを利用する聴覚障害者の多様性 

・ 人口統計学からみる多様性 

・ 聴覚障害者のコミュニケーション手段 

・ 電話リレーサービスの通話内容 

	

必要な教材・資料	

• カリキュラム・ガイド及び受講資料 

	

事前課題	

カリキュラムガイド及び受講資料に目を通しておくこと。 

	

オンデマンド受講者の提出物	

• 電話リレーサービスを利用する聴覚障害者の多様性について述べ，通訳オペレーション業務を行う
際，どのようなことに留意すべきか 800〜1,000 字程度でレポートをまとめること。 

• カリキュラム・ガイドのルーブリックによる評価を行い提出すること。 
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ルーブリック	

＜学習⽬標に関する到達度＞	

	

第３回「聴覚障害者からみた⽇本語・⽇本⽂化」に向けた準備	

カリキュラム・ガイド及び受講資料に目を通しておくこと。	

  

カテゴリ 5 10 15 

1. 聴覚障害の原因，
程度，受障時期に
よる違いについて
説明できる。 

 

聴 覚 障 害 の原因，程
度，受障時期の違いに
よる分類をほとんど説
明できない。 

聴 覚 障 害 の原因，程
度，受障時期の違いに
よる分類を部分的に説
明できる。 

聴 覚 障 害 の原因，程
度，受障時期の違いに
よる分類を詳細に説明
できる。 

2. 聴覚障害者のコミ
ュニケーション及
び社会生活上の困
難について説明で
きる。 

 

聴覚障害者のコミュニ
ケーション及び社会生
活上の困難についてほ
とんど説明できない。 

聴覚障害者のコミュニ
ケーション及び社会生
活上の困難の一部につ
いて説明できる。 

聴覚障害者のコミュニ
ケーション及び社会生
活上の困難についてさ
まざまな観点から説明
できる。 

3. 聴覚障害者を対象
とした社会福祉サ
ービスの概要につ
いて説明できる。 

 

聴覚障害者を対象とし
た社会福祉サービスに
ついて，意思疎通支援
事業を含めほとんど説
明できない。 

聴覚障害者を対象とし
た社会福祉サービスに
ついて，意思疎通支援
事業を含め，３つ以上
あげて説明できる。 

聴覚障害者を対象とし
た社会福祉サービスに
ついて，意思疎通支援
事業を含め，５つ以上
あげて説明できる。 

4. 電話リレーサービ
スを利用する聴覚
障害者の多様性に
つい て説明で き
る。 

 

電話リレーサービスを
利用する聴覚障害者の
多様性について，生理
的・社会的・言語的観
点のうち１つの観点か
らのみ説明できる。 

電話リレーサービスを
利用する聴覚障害者の
多様性について，生理
的・社会的・言語的観
点のうち２つの観点か
ら説明できる。 

電話リレーサービスを
利用する聴覚障害者の
多様性について，生理
的・社会的・言語的観
点から詳細に説明でき
る。 
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	 	 電話リレーサービスの利⽤者とコミュニケーション・ニーズ	

３． 聴覚障害者からみた⽇本語・⽇本⽂化	
	

	

	

	

	

	

ねらい（学習⽬標）	

1. 先天性聴覚障害者と聴者の間に生じる言語・文化的ギャップの背景について説明できる。 

2. 先天性聴覚障害者と聴者の間に生じる言語・文化的ギャップの具体例をあげることができる。 

3. 先天性聴覚障害者と聴者をつなぐ言語・文化的な調整方略について論じることができる。 

	

到達⽬標との関連性	

4.0．電話リレーサービスの多様な利用者像やそのコミュニケーション・ニーズについて知識を有して

いる。 

5.0．電話リレーサービスの多様な利用者像やそのコミュニケーション・ニーズについての知識を利用

者と相手先のコミュニケーションを円滑につなぐ通訳オペレーションに活かすことができる。 

	

研修時間	

１．５時間 

	

実施形態	

講義 

演習（グループ・ワーク） 

	

u 先天性聴覚障害者と聴者の間に生じる言語・文化的ギャップの背景 

u 先天性聴覚障害者と聴者の間に生じる言語・文化的ギャップの具体例 

u 先天性聴覚障害者と聴者をつなぐ言語・文化的な調整方略 

＜トピックス＞ 
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主な内容	

1. 先天性聴覚障害者と聴者の間に生じる言語・文化的ギャップの背景 

・ 先天性聴覚障害者の認知特性（概念形成，関連項目/個別項目の処理など） 

・ 言語社会文化的な相違（日本手話・ろう文化 対 日本語・日本文化） 

・ 先天性聴覚障害者における社会性スキルの獲得（心の理論，メタ認知スキル，社会的知識など） 

・ 電話リテラシーの相違 

 

2. 先天性聴覚障害者と聴者の間に生じる言語・文化的ギャップの具体例 

・ 先天性聴覚障害児・者の文章理解方略やメタ認知スキル，日本手話と日本語のポライトネスの違
いからみる聴覚障害者と聴者のコミュニケーションのずれの事例 

 

3. 先天性聴覚障害者と聴者をつなぐ言語・文化的な調整方略 

・ 先天性聴覚障害者と聴者の言語・文化的ギャップの背景を考慮した調整方略の検討事例 

 

※演習（グループ・ワーク） 

① 先天性聴覚障害者の認知特性，文章理解方略から発話内容を予測する。 

② 日本手話・ろう文化と日本語・日本文化の相違を考慮して，クレーム申立てにおける利用者と相
手先の主張のずれの背景を探り，通訳方略を検討する。 

 

必要な教材・資料	

• カリキュラム・ガイド及び受講資料 

	

事前課題	

カリキュラム・ガイド及び受講資料に目を通しておくこと。 

	

オンデマンド受講者の提出物	

• オンライン受講者がグループ・ワークとして行った課題に取りくみ，回答を提出すること。 

① 先天性聴覚障害者の認知特性，文章理解方略から，発話内容を予測する。 

② 日本手話・ろう文化と日本語・日本文化の相違を考慮して，クレーム申立てにおける利用者
と相手先の主張のずれの背景を探り，通訳方略を検討する。 

• カリキュラム・ガイドのルーブリックによる評価を行い提出すること。 
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ルーブリック	

＜学習⽬標に関する到達度＞	

	

第４回「第２⾔語としての⽇本語を考慮した通訳」に向けた準備	

• カリキュラム・ガイド及び受講資料に目を通しておくこと。 

• 庵功雄(2016)『やさしい日本語—多文化共生社会へ』（岩波新書）を読んでおくこと。	

	

  

カテゴリ 5 10 15 

1. 先天性聴覚障害者
と聴者の間に生じ
る言語・文化的ギ
ャップの背景につ
いて説明できる。 

 

先天性聴覚障害者と聴
者の間に生じる言語・
文化的ギャップの背景
についてほとんど説明
できない。 

先天性聴覚障害者と聴
者の間に生じる言語・
文化的ギャップの背景
について，部分的に説
明できる。 

先天性聴覚障害者と聴
者の間に生じる言語・
文化的ギャップの背景
について，適切に説明
できる。 

2. 先天性聴覚障害者
と聴者の間に生じ
る言語・文化的ギ
ャップの具体例を
あげることができ
る。 

 

先天性聴覚障害者と聴
者の間に生じる言語・
文化的ギャップの具体
例を１つしかあげるこ
とができない。 

先天性聴覚障害者と聴
者の間に生じる言語・
文化的ギャップの具体
例を３つあげることが
できる。 

先天性聴覚障害者と聴
者の間に生じる言語・
文化的ギャップの具体
例を多数あげることが
できる。 

3. 先天性聴覚障害者
と 聴 者 の 間 の 言
語・文化的な調整
方略について論じ
ることができる。 

 

先天性聴覚障害者と聴
者の間の言語・文化的
な調整方略についてほ
とんど論じることがで
きない。 

先天性聴覚障害者と聴
者の間の言語・文化的
な調整方略について３
つあげて論じることが
できる。 

先天性聴覚障害者と聴
者の間の言語・文化的
な調整方略について，
多数あげて論じること
ができる。 
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	 	 電話リレーサービスの利⽤者とコミュニケーション・ニーズ	

４． 第２⾔語としての⽇本語を考慮した通
訳	

	

	

	

	

	

	

ねらい（学習⽬標）	

1. 先天性聴覚障害者を言語的マイノリティとして捉えるべき理由を説明できる。 

2. 非母語話者からみた日本語の特徴について説明できる。 

3. 母語話者の日本語について，非母語話者が意味を捉えやすいように言いかえる／書きかえること
ができる。 

 

到達⽬標との関連性	

4.0．電話リレーサービスの多様な利用者像やそのコミュニケーション・ニーズについて知識を有して
いる。 

5.0．電話リレーサービスの多様な利用者像やそのコミュニケーション・ニーズについての知識を利用
者と相手先のコミュニケーションを円滑につなぐ通訳オペレーションに活かすことができる。 

 

研修時間	

１．５時間 

	

	

実施形態	

講義 

演習 

	

u 言語的マイノリティとしての先天性聴覚障害者 

u 非母語話者からみた日本語の特徴 

u 非母語話者にわかりやすい日本語への言いかえ／書きかえ 

＜トピックス＞ 
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主な内容	

１． 言語的マイノリティとしての先天性聴覚障害者 

・ 日本手話を母語／第一言語とする先天性聴覚障害者 

 

２． 非母語話者からみた日本語の特徴 

・ 表記，膠着語，「省略」，授受表現，「は」と「が」，「のだ」など 

 

３． 非母語話者にわかりやすい言いかえ／書きかえ 

・ 演習形式で実施 

 

（参考資料） 

・ 庵功雄(2012)『新しい日本語学入門(第 2版)』スリーエーネットワーク 

・ 庵功雄(2020)「「は」と「が」の使い分けを学習者に伝えるための試み:「主語」に基づくアプ

ローチ」『言語文化』57、一橋大学                    
(https://hermes-ir.lib.hit-u.ac.jp/hermes/ir/re/71055/gengo0057000250.pdf) 

・ 庵功雄(2021)「日本語教育、日本語学の社会貢献—ろう児に対する日本語教育を例に—」『多元
文化交流』13、台湾東海大学(http://www12.plala.or.jp/isaoiori/rouzi_toukai.pdf) 

・ 庵功雄(2022)「日本語の『省略』を支える語彙－文法システム」斎藤倫明・修徳健編『語彙論と
文法論をつなぐ』ひつじ書房 

 

必要な教材・資料	

• カリキュラム・ガイド及び受講資料 

• 庵功雄(2016)『やさしい日本語—多文化共生社会へ』（岩波新書） 

 

事前課題	

• カリキュラム・ガイド及び受講資料に目を通しておくこと。 

• 庵功雄(2016)『やさしい日本語—多文化共生社会へ』（岩波新書）を読んでおくこと。	

	

オンデマンド受講者の提出物	

• オンライン受講者が演習で行った課題あるいは講師が提出した課題に取りくみ，解答を提出するこ
と。 

• カリキュラム・ガイドのルーブリックによる評価を行い提出すること。 
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ルーブリック	

＜学習⽬標に関する到達度＞	

カテゴリ 5 10 15 

1. 先天性聴覚障害者
を言語的マイノリ
ティとして捉える
べき理由を説明で
きる。 

 

先天性聴覚障害者を言
語的マイノリティとし
て捉えるべき理由をほ
とんど説明できない。 

先天性聴覚障害者を言
語的マイノリティとし
て捉えるべき理由を部
分的に説明できる。 

先天性聴覚障害者を言
語的マイノリティとし
て捉えるべき理由を適
切に説明できる。 

2. 非母語話者からみ
た日本語の特徴に
つい て説明で き
る。 

 

非母語話者にとってわ
かりにくい日本語の例
とその理由を１つしか
述べる こ と が で き な
い。 

非母語話者にとってわ
かりにくい日本語の例
とその理由を３つ述べ
ることができる。 

非母語話者にとってわ
かりにくい日本語の例
とその理由を５つ以上
述べることができる。 

3. 母語話者の日本語
について，非母語
話者が意味を捉え
やすいように言い
かえる／書きかえ
ることができる。 

 

非母語話者が意味を捉
えやすいように言いか
える／書きかえること
がほとんどできない。 

非母語話者が意味を捉
えやすいように言いか
える／書きかえること
ができるときとできな
いときがある。 

非母語話者が意味を捉
えやすいように言いか
える／書きかえること
が過不足なくできてい
る。 

	
	

第 5 回「聴覚障害者にとっての電話リレーサービス」に向けた準備	

カリキュラム・ガイド及び受講資料に目を通しておくこと。	
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	 	 電話リレーサービスの利⽤者とコミュニケーション・ニーズ	

５． 聴覚障害者にとっての電話リレーサー
ビス	

	

	

	

	

	

	

ねらい（学習⽬標）	

1. 聴覚障害者の生活や社会参加において，電話リレーサービスがもつ意味を述べることができる。 

2. 聴覚障害者がどのように電話リレーサービスを利用しているのか，利用者の立場に立ったイメー
ジをもつことができる。 

3. 利用者の立場から述べられるオペレータへの要望を，「通訳オペレータ運用指針」に照らし合わ

せて受け止めることができる。 

 

到達⽬標との関連性	

4.0．電話リレーサービスの多様な利用者像やそのコミュニケーション・ニーズについて知識を有して

いる。 

5.0．電話リレーサービスの多様な利用者像やそのコミュニケーション・ニーズについての知識を利用
者と相手先のコミュニケーションを円滑につなぐ通訳オペレーションに活かすことができる。 

 

研修時間	

2．０時間 

	

実施形態	

講義 

	

u 先天性聴覚障害者の利用経験から 

u 難聴者・中途失聴者の利用経験から 

＜トピックス＞ 
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主な内容	

１． 先天性聴覚障害者の利用経験から 

２． 難聴者・中途失聴者の利用経験から 

 

（１と２について以下共通） 

電話リレーサービスの手話通訳・文字通訳の両方について， 

・ どのくらいの頻度で利用しているのか 

・ どのような用件で利用しているのか 

・ 手話通訳と文字通訳の使い分けとその理由 

・ 印象に残っている通訳オペレーションのエピソード 

・ 通訳オペレータに求めること 

など 

	

必要な教材・資料	

• カリキュラム・ガイド及び受講資料 

	

事前課題	

カリキュラム・ガイド及び受講資料に目を通しておくこと。 

	

オンデマンド受講者の提出物	

• ろう者，難聴者・中途失聴者それぞれの利用経験をふまえて，通訳オペレータとしてどのような姿
勢で通訳オペレーション業務にあたるべきか 800〜1000 字程度でレポートにまとめること。 

• カリキュラム・ガイドのルーブリックによる評価を行い提出すること。 

	

ルーブリック	

＜学習⽬標に関する到達度＞	

カテゴリ 5 10 15 
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1. 聴覚障害者の生活
や社会参加におい
て，電話リレーサ
ービスがもつ意味
を述べることがで
きる。 

 

聴覚障害者の生活や社
会参加において，電話
リレーサービスがもつ
意味を述べることがほ
とんどできない。 

聴覚障害者の生活や社
会参加において，電話
リレーサービスがもつ
意味を部分的に述べる
ことができる。 

聴覚障害者の生活や社
会参加において，電話
リレーサービスがもつ
意味を詳細に述べるこ
とができる。 

2. 聴覚障害者がどの
ように電話リレー
サービスを利用し
ているのか，利用
者の立場に立った
イメージをもつこ
とができる。 

 

聴覚障害者がどのよう
に電話リレーサービス
を利用しているのか，
利用者の立場に立った
イメージをもつことが
ほとんどできない。 

聴覚障害者がどのよう
に電話リレーサービス
を利用しているのか，
利用者の立場に立った
イメージを部分的にも
つことができる。 

聴覚障害者がどのよう
に電話リレーサービス
を利用しているのかに
ついて，先天性聴覚障
害者と難聴者・中途失
聴者の違いを踏まえて
イメージをもつことが
できる。 

3. 利用者の立場から
述べられるオペレ
ータへの要望を，
「通訳オペレータ
運用指針」に照ら
し合わせて受け止
め る こ と が で き
る。 

 

利用者の立場から述べ
られるオペレータへの
要望について，「通訳
オペレータ運用指針」
と関連付けて受け止め
ることがほとんどでき
ない。 

利用者の立場から述べ
られるオペレータへの
要望を，「通訳オペレ
ータ運用指針」に照ら
し合わせて受け止める
こ と が部分的 に で き
る。 

利用者の立場から述べ
られるオペレータへの
要望を，「通訳オペレ
ータ運用指針」の個々
の文言と照らし合わせ
て適切に受け止めるこ
とができる。 

	

第 6 回「⾔語障害者にとっての電話リレーサービス」に向けた準備	

受講前にカリキュラム・ガイド及び受講資料に目を通しておくこと。	
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	 	 電話リレーサービスの利⽤者とコミュニケーション・ニーズ	

６． ⾔語障害者にとっての電話リレーサー
ビス	

	

	

	

	

	

	

ねらい（学習⽬標）	

1. 言語障害の原因と症状，分類について説明できる。 

2. 言語障害者のコミュニケーションにおける困難や心理について説明できる。 

3. 言語障害をもつ利用者の通訳オペレーションにあたって考慮すべきことを説明できる。 

 

到達⽬標との関連性	

4.0．電話リレーサービスの多様な利用者像やそのコミュニケーション・ニーズについて知識を有して
いる。 

5.0．電話リレーサービスの多様な利用者像やそのコミュニケーション・ニーズについての知識を利用

者と相手先のコミュニケーションを円滑につなぐ通訳オペレーションに活かすことができる。 

 

 

研修時間	

1．０時間 

	

実施形態	

講義 

	

u 言語障害の原因と症状，分類 

u 言語障害者のコミュニケーションにおける困難や心理 

u 言語障害をもつ利用者の通訳オペレーションにあたって考慮すべきこと 

＜トピックス＞ 
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主な内容	

1. 言語障害の原因と症状，分類 

・ 音声機能の障害 

・ 言語機能の障害 

 

2. 言語障害者のコミュニケーションにおける困難や心理 

・ 原因や症状による違い 

・ 理解・表出における困難 

・ コミュニケーションへの不安や緊張 

 

3. 言語障害をもつ利用者の通訳オペレーションにあたって考慮すべきこと 

・ 症状や困難に応じた考慮のポイント	

	

必要な教材・資料	

• カリキュラム・ガイド及び受講資料 

	

事前課題	

カリキュラム・ガイド及び受講資料に目を通しておくこと。 

	

オンデマンド受講者の提出物	

• 言語障害の原因と症状，分類，コミュニケーションにおける困難や心理についてまとめ，言語障害
をもつ利用者に対する通訳オペレーションではどのようなことに留意すべきか 800〜1000 字程
度でレポートにまとめること。 

• カリキュラム・ガイドのルーブリックによる評価を行い提出すること。 

 

	

ルーブリック	

＜学習⽬標に関する到達度＞	
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カテゴリ 5 10 15 

1. 言語障害の原因と
症状，分類につい
て説明できる。 

 

言 語 障 害 の原因 と症
状，分類についてほと
んど説明できない。 

言 語 障 害 の原因 と症
状，分類について部分
的に説明できる。 

言 語 障 害 の原因 と症
状，分類について適切
に整理 し て説明で き
る。 

2. 言語障害者のコミ
ュニケーションに
おける困難や心理
について説明でき
る。 

 

言語障害者のコミュニ
ケーションにおける困
難や心理についてほと
んど説明できない。 

言語障害者のコミュニ
ケーションにおける困
難や心理について部分
的に説明できる。 

言語障害者のコミュニ
ケーションにおける困
難や心理を，原因や症
状と関連付けて適切に
説明できる。 

3. 言語障害をもつ利
用者の通訳オペレ
ーションにあたっ
て考慮すべきこと
を説明できる。 

 

言語障害をもつ利用者
の通訳オペレーション
にあたって考慮すべき
ことをほとんど説明で
きない。 

言語障害をもつ利用者
の通訳オペレーション
にあたって考慮すべき
ことを部分的に説明で
きる。 

言語障害をもつ利用者
の通訳オペレーション
にあたって考慮すべき
ことを詳細に説明でき
る。 

	

第 7 回「通訳オペレーションの⼿順」に向けた準備	

• 下記のすべてに目を通しておくこと。 

Ø カリキュラム・ガイド及び受講資料 

Ø 「手話オペレータ対応マニュアル」 

Ø 「文字オペレータ対応マニュアル」	
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	 	 通訳オペレーションの基本	

７． 通訳オペレーションの⼿順	
	

	

	

	

	

	

ねらい（学習⽬標）	

1. 「手話オペレータ対応マニュアル」「文字オペレータ対応マニュアル」で指定された発話も含め，

発信を受けてから通話を終了するまでの手順をスムーズに行える。 

2. 不測の事態が生じたときに適切な対応をとることができる。 

3. 「手話オペレータ対応マニュアル」「文字オペレータ対応マニュアル」に示された事項に対応す
ることができる。 

 

到達⽬標との関連性	

3.0．発信を受けてから通話を終了するまでの通訳オペレーションの手順をスムーズに行うことができ
る。 

9.0．「通訳オペレータ運用指針」に示される職業倫理を保持することができる。 

	

研修時間	

3．５時間 

	

実施形態	

演習（実機を使った⼿順の練習） 

主な内容	

1. 発信を受けてから通話を終了するまでの手順 

u 発信を受けてから通話を終了するまでの手順 

u 不測の事態が生じたときの対応 

u 「手話オペレータ対応マニュアル」「文字オペレータ対応マニュアル」に示された事項におけ

る対応 

＜トピックス＞ 
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・ 聴覚障害者等からの発信を受けたとき 

・ 聴覚障害者等以外からの発信を受けたとき 

・ 通話を終了するとき 

 

2. 不測の事態が生じたときの対応 

・ 通信状態が悪化したとき，通話内容がよくわからなかったとき，両者が同じ場所にいると思われ
る場合，利用者の禁止事項が生じた場合，通話中に専門機関へ通知しなければならない事態が生
じた場合など 

 

3. 「手話オペレータ対応マニュアル」「文字オペレータ対応マニュアル」に示された事項における
対応 

・ 金融機関・通信事業者等のなりすましへの対応，個別事項への対応，通訳オペレータの交替など 

 

※ 下記の確認テストを実施する。	

· ⼿話オペレータ対応マニュアル」「⽂字オペレータ対応マニュアル」に指定された通訳オペレ
ータの発話についての確認テスト	

· ショートカットキーの確認テスト（⽂字通訳オペレータのみ）	

 

必要な教材・資料	

• カリキュラム・ガイド及び受講資料 

• 「手話オペレータ対応マニュアル」 

• 「文字オペレータ対応マニュアル」 

	

事前課題	

• 下記のすべてに目を通しておくこと。 

Ø カリキュラム・ガイド及び受講資料 

Ø 「手話オペレータ対応マニュアル」 

Ø 「文字オペレータ対応マニュアル」	

	

オンデマンド受講者の提出物	

• マニュアルに示されているオペレータの発話についての確認テスト，ショートカットキーの確認

テスト（文字通訳オペレータのみ）に解答し，提出すること。 

• カリキュラム・ガイドのルーブリックによる評価を行い提出すること。 
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ルーブリック	

＜学習⽬標に関する到達度＞	

	

第 8 回「オペレータとしての職責」に向けた準備	

• 下記のすべてに目を通しておくこと。 

Ø カリキュラム・ガイド及び受講資料 

Ø 「電話リレーサービス利用規約」 

Ø 「通訳オペレータ運用指針」 

  

カテゴリ 5 10 15 

1. 「手話オペレータ
対応マニュアル」
「文字オペレータ
対応マニュアル」
で指定された発話
も含め，発信を受
けてから通話を終
了するまでの手順
をスムーズに行え
る。 

「手話オペレータ対応
マニュアル」「文字オ
ペレータ対応マニュア
ル」で指定された発話
も含め，発信を受けて
から通話を終了するま
での手順を行うことが
ほとんどできない。 

「手話オペレータ対応
マニュアル」「文字オ
ペレータ対応マニュア
ル」で指定された発話
も含め，発信を受けて
から通話を終了するま
での手順を行うことが
できるものの，やや時
間を要する。 

「手話オペレータ対応
マニュアル」「文字オ
ペレータ対応マニュア
ル」で指定された発話
も含め，発信を受けて
から通話を終了するま
での手順を適切かつス
ムーズに行える。 

2. 不測の事態が生じ
たときに適切な対
応をとることがで
きる。 

 

不測の事態が生じたと
きに適切な対応をとる
ことができない。 

不測の事態が生じたと
きに適切な対応をとれ
るときととれないとき
がある。 

不測の事態が生じたと
きに適切な対応をとる
ことができる。 

3. 「手話オペレータ
対応マニュアル」
「文字オペレータ
対応マニュアル」
に示された事項に
対応することがで
きる。 

「手話オペレータ対応
マニュアル」「文字オ
ペレータ対応マニュア
ル」に示された事項に
ついての手順を十分に
覚えていない。 

「手話オペレータ対応
マニュアル」「文字オ
ペレータ対応マニュア
ル」に示された事項の
手順を行うことができ
るものの，やや時間を
要する。 

「手話オペレータ対応
マニュアル」「文字オ
ペレータ対応マニュア
ル」に示された事項に
ついての手順を適切か
つスムーズに行える。 
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	 	 通訳オペレータとしての基本姿勢	

８． 通訳オペレータとしての職責	
	

	

	

	

	

	

ねらい（学習⽬標）	

1. 電話リレーサービスに係る各種規程，規約，指針，マニュアル，法律等から，通訳オペレータの

職責がどのようなものであるか述べることができる。 

2. 利用者としての義務と責任がどのようなものであるか述べることができる。 

3. 通訳オペレータとして対応すべき範囲について述べることができる。 

 

到達⽬標との関連性	

1.0．電話リレーサービスの仕組みと社会的意義を理解している。 

2.0．電話リレーサービスにおける通訳オペレータの役割を理解している。  

9.0．「通訳オペレータ運用指針」に示される職業倫理を保持することができる。 

	

研修時間	

３．０時間 

	

実施形態	

講義 

	

u 通訳オペレータの職責 

u 公共利用者の義務と責任 

u 通訳オペレータとして対応すべき範囲 

＜トピックス＞ 
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主な内容	

1. 通訳オペレータの職責 

2. 利用者の義務と責任 

3. 通訳オペレータとして対応すべき範囲 

 

・ 電話リレーサービスに係る各種規程，規約，指針，マニュアル，法律等から，通訳オペレータと
しての職責を読み解く 

・ 「電話リレーサービス利用規約」と「通訳オペレータ運用指針」を照合させながら，利用者に課
していることや禁じていること，通訳オペレータとしての対応を読み解く 

・ 守秘義務に対する考え方 

・ 知識・技術向上のためのケース検討におけるケース提示と守秘義務 

	

※通訳オペレータの職責に関する確認テストを実施する。	

	

必要な教材・資料	

• カリキュラム・ガイド及び受講資料 

• 「電話リレーサービス利用規約」 

• 「通訳オペレータ運用指針」	

	

事前課題	

• 下記のすべてに目を通しておくこと。 

Ø カリキュラム・ガイド及び受講資料 

Ø 「電話リレーサービス利用規約」 

Ø 「通訳オペレータ運用指針」 

	

オンデマンド受講者の提出物	

• オペレータの職責に関する確認テストに解答し，提出すること。 

• カリキュラム・ガイドのルーブリックによる評価を行い提出すること。 
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ルーブリック	

＜学習⽬標に関する到達度＞	

カテゴリ 5 10 15 

1. 電話リレーサービス
に係る各種規程，規
約，指針，マニュア
ル，法律等から，通
訳オペレータの職責
がどのようなもので
あるか述べることが
できる。 

電話リレーサービスに
係る各種規程，規約，
指針，マニュアル，法
律等から，通訳オペレ
ータの職責がどのよう
なものであるか述べる
ことがほとんどできな
い。 

電話リレーサービスに
係る各種規程，規約，
指針，マニュアル，法
律等から，通訳オペレ
ータの職責がどのよう
なものであるか部分的
に述べる こ と が で き
る。 

電話リレーサービスに
係る各種規程，規約，
指針，マニュアル，法
律等から，通訳オペレ
ータの職責がどのよう
なものであるか適切に
述べることができる。 

2. 利用者としての義務
と責任がどのような
ものであるか述べる
ことができる。 

利用者としての義務と
責任がどのようなもの
であるか述べることが
ほとんどできない。 

利用者としての義務と
責任がどのようなもの
であるか部分的に述べ
ることができる。 

利用者としての義務と
責任がどのようなもの
であるか適切に述べる
ことができる。 

3. 通訳オペレータとし
て対応すべき範囲に
ついて述べることが
できる。 

 

通訳オペレータとして
対応すべき範囲につい
て述べることがほとん
どできない。 

通訳オペレータとして
対応すべき範囲につい
て部分的に述べること
ができる。 

通訳オペレータとして
対応すべき範囲につい
て適切に述べることが
できる。 

	

第 9 回「意思疎通⽀援事業と電話リレーサービスの相違」に向けた準備	

• 下記のすべてに目を通しておくこと。 

Ø カリキュラム・ガイド及び受講資料 

Ø 中野聡子（2022）. 対人専門職としての手話通訳における論考. 群馬大学教育実践研究第 39
号, 139-147. 

Ø 「通訳オペレータ運用指針」 

Ø 「手話通訳士倫理綱領」 

Ø 「要約筆記者の倫理綱領」 
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	 	 通訳オペレータとしての基本姿勢	

９． 意思疎通⽀援事業と電話リレーサービ
スの相違	

	

	

	

	

	

	

ねらい（学習⽬標）	

1. 意思疎通支援事業に基づく従来の通訳と電話リレーサービスの違いについて，通訳場面比較チャ
ートを使って説明できる。 

2. 意思疎通支援事業と電話リレーサービスで通訳者/通訳オペレータに求められる役割と責任の相違
を，通訳倫理規程（「通訳オペレータ運用指針」「手話通訳士倫理綱領」「要約筆記者の倫理綱

領」）に照らし合わせて述べることができる。 

3. 架空の通訳場面について，意思疎通支援事業の通訳と電話リレーサービスで判断がどのように異
なるのか論じることができる。 

 

到達⽬標との関連性	

1.0．電話リレーサービスの仕組みと社会的意義を理解している。 

2.0．電話リレーサービスにおける通訳オペレータの役割を理解している。 

9.0．「通訳オペレータ運用指針」に示される職業倫理を保持することができる。 

	

研修時間	

１．５時間 

	

実施形態	

講義 

演習（グループ・ワーク） 

u 意思疎通支援事業に基づく従来の通訳と電話リレーサービスの比較 

u 通訳倫理規程からみた意思疎通支援事業と電話リレーサービスの違い 

u 意思疎通支援事業の通訳と電話リレーサービスの場面における事例検討 

＜トピックス＞ 
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主な内容	

1. 意思疎通支援事業に基づく従来の通訳と電話リレーサービスの比較 

・ 通訳場面比較チャートによる比較 

 

2. 通訳倫理規程からみた意思疎通支援事業と電話リレーサービスの違い 

・ 「通訳オペレータ運用指針」「手話通訳士倫理綱領」「要約筆記者の倫理綱領」の比較 

 

3. 意思疎通支援事業の通訳と電話リレーサービスの場面における事例検討 

・ 架空の通訳場面のシナリオを読んで，意思疎通支援事業の通訳と電話リレーサービスにおける判
断の違いを検討	

	

※演習（グループ・ワーク）	

① 「通訳オペレータ運⽤指針」「⼿話通訳⼠倫理綱領」「要約筆記者の倫理綱領」を⽐較し，(1)
サービスの対象，(2)⾔及されている通訳倫理規程の内容をまとめる。	

② 架空の通訳場⾯のシナリオを読んで，意思疎通⽀援事業の通訳と電話リレーサービスのそれぞれ
でどのような対応が考えられるか話しあう。	

	

必要な教材・資料	

• カリキュラム・ガイド及び受講資料 

• 中野聡子（2022）. 対人専門職としての手話通訳における論考. 群馬大学教育実践研究第 39号, 

139-147.	

• 「通訳オペレータ運⽤指針」	

• 「⼿話通訳⼠倫理綱領」	

• 「要約筆記者の倫理綱領」	

	

事前課題	

• 下記のすべてに目を通しておくこと。 

Ø カリキュラム・ガイド及び受講資料 

Ø 中野聡子（2022）. 対人専門職としての手話通訳における論考. 群馬大学教育実践研究第 39
号, 139-147. 

Ø 「通訳オペレータ運用指針」 

Ø 「手話通訳士倫理綱領」 

Ø 「要約筆記者の倫理綱領」 
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オンデマンド受講者の提出物	

• オンライン受講者がグループ・ワークとして行った課題に取りくみ，回答を提出すること。 

① 「通訳オペレータ運用指針」「手話通訳士倫理綱領」「要約筆記者の倫理綱領」を比較し，
(1)サービスの対象，(2)言及されている通訳倫理規程の内容をまとめる。 

② 架空の通訳場面のシナリオを読んで，意思疎通支援事業の通訳と電話リレーサービスそれぞれ
でどのような対応が考えられるか述べる。 

• カリキュラム・ガイドのルーブリックによる評価を行い提出すること。 

	

ルーブリック	

＜学習⽬標に関する到達度＞	

カテゴリ 5 10 15 

1. 意思疎通支援事業に
基づく従来の通訳と
電話リレーサービス
の違いについて，通
訳場面比較チャート
を使って説明でき
る。 

意思疎通支援事業に基
づく従来の通訳と電話
リレーサービスの違い
について，ほとんど説
明できない。 

意思疎通支援事業に基
づく従来の通訳と電話
リレーサービスの違い
について，部分的に説
明できる。 

意思疎通支援事業に基
づく従来の通訳と電話
リレーサービスの違い
について，適切に説明
できる。 

2. 意思疎通支援事業と
電話リレーサービス
で通訳者/通訳オペ
レータに求められる
役割と責任の相違
を，通訳倫理規程
（「通訳オペレータ
運用指針」「手話通
訳士倫理綱領」「要
約筆記者の倫理綱
領」）に照らし合わ
せて述べることがで
きる。 

意思疎通支援事業と電
話リレーサービスで通
訳者/通訳オペレータに
求められる役割と責任
の相違を，通訳倫理規
程（「通訳オペレータ
運用指針」「手話通訳
士倫理綱領」「要約筆
記者の倫理綱領」）に
照らし合わせて述べる
ことがほとんどできな
い。 

意思疎通支援事業と電
話リレーサービスで通
訳者/通訳オペレータに
求められる役割と責任
の相違を，通訳倫理規
程（「通訳オペレータ
運用指針」「手話通訳
士倫理綱領」「要約筆
記者の倫理綱領」）に
照らし合わせて部分的
に述べる こ と が で き
る。 

意思疎通支援事業と電
話リレーサービスで通
訳者/通訳オペレータに
求められる役割と責任
の相違を，通訳倫理規
程（「通訳オペレータ
運用指針」「手話通訳
士倫理綱領」「要約筆
記者の倫理綱領」）に
照らし合わせて適切に
述べることができる。 

3. 架空の通訳場面につ
いて，意思疎通支援
事業の通訳と電話リ
レーサービスで判断
がどのように異なる
のか論じることがで
きる。 

架空の通訳場面につい
て，意思疎通支援事業
の通訳と電話リレーサ
ービスで判断がどのよ
うに異なるのか論じる
ことがほとんどできな
い。 

架空の通訳場面につい
て，意思疎通支援事業
の通訳と電話リレーサ
ービスで判断がどのよ
うに異なるのか部分的
に論じる こ と が で き
る。 

架空の通訳場面につい
て，意思疎通支援事業
の通訳と電話リレーサ
ービスで判断がどのよ
うに異なるのか適切に
論じることができる。 
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第 10 回「電話応対の基本」に向けた準備	

カリキュラム，カリキュラム・ガイド及び受講資料に目を通しておくこと。	
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	 	 通訳オペレータとしての基本姿勢	

１０． 電話応対の基本	
	

	

	

	

	

	

ねらい（学習⽬標）	

1. 電話応対で求められるカスタマーサービスの要素を挙げることができる。 

2. 電話応対における良いカスタマーサービスを実践することができる。 

 

到達⽬標との関連性	

8.0．カスタマーサービスとしての電話応対をすることができる。 

	

研修時間	

１．５時間 

	

実施形態	

演習（グループ・ワーク） 

	

主な内容	

1. 電話応対で求められるカスタマーサービスの要素 

2. 良いカスタマーサービスの実践 

 

・ 電話の特性，話し方，雰囲気，礼儀正しさ，傾聴，誠実さについて	

u 電話応対で求められるカスタマーサービスの要素 

u 良いカスタマーサービスの実践 

＜トピックス＞ 
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※演習（グループ・ワーク）	

 ロール・プレイによる相互チェック	

	

必要な教材・資料	

• カリキュラム・ガイド及び受講資料 

	

事前課題	

カリキュラム・ガイド及び受講資料に目を通しておくこと。 

	

オンデマンド受講者の提出物	

• 研修を視聴しながらワークブックに沿って課題に取り組んでください。自分の応対をスマートフォ
ン等で撮影して良いところと改善が必要なところをワークブックのメモ欄に記入すること。 

• カリキュラム・ガイドのルーブリックによる評価を行い提出すること。 

	

ルーブリック	

＜学習⽬標に関する到達度＞	

	

第 11 回「デマンド・コントロール・スキーマの基礎知識」に向けた準備	

• 下記のすべてに目を通しておくこと。 

Ø カリキュラム・ガイド及び受講資料 

カテゴリ 5 10 15 

1. 電話応対で求められ
るカスタマーサービ
スの要素を挙げるこ
とができる。 

電話応対で求められる
カスタマーサービスの
要素をあげることがほ
とんどできない。 

電話応対で求められる
カスタマーサービスの
要素を３つあげること
ができる。 

電話応対で求められる
カスタマーサービスの
要素を５つ以上あげる
ことができる。 

2. 電話応対における良
いカスタマーサービ
スを実践することが
できる。 

電話応対における良い
カスタマーサービスを
実践することがほとん
どできない。 

電話応対における良い
カスタマーサービスを
実践することが部分的
にできる。 

電話応対における良い
カスタマーサービスを
十分に実践することが
できる。 
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Ø 『デマンド・コントロール・スキーマ：対人専門職としての手話通訳 倫理的・効果的な意思決
定のために』の第１章「通訳におけるデマンド」，第２章「通訳におけるコントロール」 

• 第１章と第２章にある章末の「理解チェック」の解答を当日提出すること。 
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	 	 電話リレーサービスの通訳のための理論と実践	

１１． デマンド・コントロール・スキーマ
の基礎知識	

	

	

	

	

	

	

ねらい（学習⽬標）	

1. デマンド・コントロール・スキーマ（DC-S）の基本的な枠組みの全体像を述べることができる。 

2. 通訳オペレーション業務に DC-Sを適用することの重要性について説明できる。 

	

到達⽬標との関連性	

10.0．電話リレーサービスにおけるやりとりを利用者，相手先，通訳オペレータの３者によるコミュ

ニケーションとして捉え，刻一刻と状況が変化していくなかで通訳オペレータが対応すべきこ

とを構造的に把握することができる。 

11.0．通訳オペレーション業務において生じる状況を幅広く考慮して，倫理的かつ効果的な意思決定

を行うことができる。 

12.0．通訳オペレータとして行った意思決定の結果を認識し，継続的な対応をとることができる。 

14.0．自身の力で課題を発見し，問題解決のための手立てを考えることができる。 

15.0．対人専門職として，自己研鑽を続ける意欲及び態度を有している。	

	

研修時間	

０．５時間 

	

実施形態	

講義 

u DC-Sの基本的な枠組み 

u 通訳オペレーション業務に DC-Sを適用することの重要性 

＜トピックス＞ 
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主な内容	

1. DC-Sの基本的な枠組み 

・ DC-Sの開発経緯と概要（４つのデマンド・カテゴリ，３つのコントロール機会，デマンドとコ
ントロールの相互作用） 

 

2. 通訳オペレーション業務に DC-Sを適用することの重要性 

・ 架空の通訳場面のシナリオについて，DC-Sを適用して説明 

	

必要な教材・資料	

• カリキュラム・ガイド及び受講資料 

• 『デマンド・コントロール・スキーマ：対人専門職としての手話通訳 倫理的・効果的な意思決定の

ために』	

	

事前課題	

• 下記のすべてに目を通しておくこと。 

Ø カリキュラム・ガイド及び受講資料 

Ø 『デマンド・コントロール・スキーマ：対人専門職としての手話通訳 倫理的・効果的な意思決
定のために』の第１章「通訳におけるデマンド」，第２章「通訳におけるコントロール」 

• 第１章と第２章にある章末の「理解チェック」の解答を当日提出すること。 

 

オンデマンド受講者の提出物	

• 『デマンド・コントロール・スキーマ：対人専門職としての手話通訳 倫理的・効果的な意思決定
のために』の第１章「通訳におけるデマンド」，第２章「通訳におけるコントロール」を読み，
各章末の「理解チェック」の解答を提出すること。 

• カリキュラム・ガイドのルーブリックによる評価を行い提出すること。 

 

	

ルーブリック	

＜学習⽬標に関する到達度＞	
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第 12 回「通訳におけるデマンド」に向けた準備	

• 下記のすべてに目を通しておくこと。 

Ø カリキュラム・ガイド及び受講資料 

Ø 『デマンド・コントロール・スキーマ：対人専門職としての手話通訳 倫理的・効果的な意思
決定のために』の第 4章「EIPIのカテゴリ」 

• 第 4章にある章末の「理解チェック」の解答を当日提出すること。 

	

  

カテゴリ 5 10 15 

1. デマンド・コントロ
ー ル ・ ス キ ー マ
（DC-S）の基本的
な枠組みの全体像を
述べることができ
る。 

 

デマンド・コントロー
ル ・ ス キ ー マ （DC-
S）の基本的な枠組み
についてほとんど述べ
ることができない。 

デマンド・コントロー
ル ・ ス キ ー マ （DC-
S）の基本的な枠組み
についておおまかに述
べることができる。 

デマンド・コントロー
ル ・ ス キ ー マ （DC-
S）の基本的な枠組み
の全体像を詳細に述べ
ることができる。 

2. 通訳オペレーション
業務にDC-Sを適用
することの重要性に
ついて説明できる。 

 

通訳オペレーション業
務に DC-S を適用する
ことの重要性について
ほとんど説明で き な
い。 

通訳オペレーション業
務に DC-S を適用する
ことの重要性について
お お ま か に説明で き
る。 

通訳オペレーション業
務に DC-S を適用する
ことの重要性について
詳細に説明できる。 
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	 	 電話リレーサービスの通訳のための理論と実践	

１２． 通訳におけるデマンド	
	

	

	

	

	

	

ねらい（学習⽬標）	

1. 環境に起因するデマンドとはどういうものか説明できる。 

2. 人間関係に起因するデマンドとはどういうものか説明できる。 

3. 発話の性質に起因するデマンドとはどういうものか説明できる。 

4. 通訳者の内面に起因するデマンドとはどういうものか説明できる。 

5. ４つのデマンド（EIPI）を適切に特定し，明確に述べることができる。 

6. EIPIのデマンドカテゴリを適切に区別することで得られる効果について説明できる。 

 

到達⽬標との関連性	

10.0．電話リレーサービスにおけるやりとりを利用者，相手先，通訳オペレータの３者によるコミュ
ニケーションとして捉え，刻一刻と状況が変化していくなかで通訳オペレータが対応すべきこ
とを構造的に把握することができる。 

14.0．自身の力で課題を発見し，問題解決のための手立てを考えることができる。 

	

研修時間	

2．０時間 

	

実施形態	

講義 

演習（グループ・ワーク） 

u 環境に起因するデマンド 

u 人間関係に起因するデマンド 

u 発話の性質に起因するデマンド 

u 通訳者の内面に起因するデマンド 

u EIPIデマンドの特定と明確化 

u EIPIデマンドを適切に区別することの効果 

＜トピックス＞ 
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主な内容	

１． 環境に起因するデマンド 

・ 環境に起因するデマンドのサブカテゴリ 

・ 場の目的 

 

２．人間関係に起因するデマンド 

・ 場の目的とコミュニケーションの目的の違い 

・ 思考の世界  

 

３．発話の性質に起因するデマンド 

・ 発話の知覚に影響を及ぼすパラ言語的要素 

 

４．通訳者の内面に起因するデマンド 

・ 通訳者として介在することのコミュニケーションへの影響の自覚 

 

５．EIPIデマンドの特定と明確化 

・ 電話リレーサービスの文脈におけるシナリオを使って演習形式（グループ・ワーク）で実施 

 

６．EIPIデマンドを適切に区別することの効果 

・ 「ラベル（名前）」があることの意味 

・ 予測スキルの向上 

 

※演習（グループ・ワーク） 

電話リレーサービスの文脈におけるシナリオについて，EIPIのデマンドをあげる。 

	

必要な教材・資料	

• カリキュラム・ガイド及び受講資料 

• 『デマンド・コントロール・スキーマ：対人専門職としての手話通訳 倫理的・効果的な意思決定
のために』 

	

事前課題	

• 下記のすべてに目を通しておくこと。 
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Ø カリキュラム・ガイド及び受講資料 

Ø 『デマンド・コントロール・スキーマ：対人専門職としての手話通訳 倫理的・効果的な意思
決定のために』の第 4章「EIPIのカテゴリ」 

• 第 4章にある章末の「理解チェック」の解答を当日提出すること。 

	

オンデマンド受講者の提出物	

• 『デマンド・コントロール・スキーマ：対人専門職としての手話通訳 倫理的・効果的な意思決定

のために』の第４章「EIPIのカテゴリ」を読み，章末の「理解チェック」の解答を提出するこ
と。 

• オンライン受講者がグループ・ワークとして行った課題に取りくみ，回答を提出すること（電話
リレーサービスの文脈におけるシナリオについて，EIPIのデマンドをあげる）。 

• カリキュラム・ガイドのルーブリックによる評価を行い提出すること。 

 

	

ルーブリック	

＜学習⽬標に関する到達度＞	

カテゴリ 5 10 １5 

1. 環境に起因するデマ
ンドとはどういうも
のか説明できる。 

 

環境に起因するデマン
ドについてほとんど説
明できない。 

環境に起因するデマン
ドについておおまかに
説明できる。 

環境に起因するデマン
ドについて詳細に説明
できる。 

2. 人間関係に起因する
デマンドとはどうい
うものか説明でき
る。 

 

人間関係に起因するデ
マンドについてほとん
ど説明できない。 

人間関係に起因するデ
マンドについておおま
かに説明できる。 

人間関係に起因するデ
マンドについて詳細に
説明できる。 

3. 発話の性質に起因す
るデマンドとはどう
いうものか説明でき
る。 

 

発話の性質に起因する
デマンドについてほと
んど説明できない。 

発話の性質に起因する
デマンドについておお
まかに説明できる。 

発話の性質に起因する
デマンドについて詳細
に説明できる。 
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4. 通訳者の内面に起因
するデマンドとはど
ういうものか説明で
きる。 

 

通訳者の内面に起因す
るデマンドについてほ
とんど説明できない。 

通訳者の内面に起因す
るデマンドについてお
おまかに説明できる。 

通訳者の内面に起因す
るデマンドについて詳
細に説明できる。 

5. ４ つ の デ マ ン ド
（EIPI）を適切に特
定し，明確に述べる
ことができる。 

デマンドをいくつか挙
げることができるもの
の EIPI の区別や明確性
が不十分である。 

４ つ の デ マ ン ド
（EIPI）のうち，３つ
を特定し，明確に述べ
ることができる。 

４ つ の デ マ ン ド
（EIPI）のうち，すべ
てを適切に特定し，明
確に述べることができ
る。 

6. EIPI のデマンドカテ
ゴリを適切に区別す
ることで得られる効
果について説明でき
る。 

EIPI のデマンドカテゴ
リを適切に区別するこ
とで得られる効果につ
いてほとんど説明でき
ない。 

EIPI のデマンドカテゴ
リを適切に区別するこ
とで得られる効果につ
いておおまかに説明で
きる。 

EIPI のデマンドカテゴ
リを適切に区別するこ
とで得られる効果につ
い て詳細に説明で き
る。 

	

＜デマンド・コントロール・スキーマに関する到達度＞	

【評価項目１】 
デマンドの正確性 

【２点】 
特定したデマンドのほ
とんどが不正確 

【４点】 
特定したデマンドはほ
ぼ正確 

【６点】 
特定したデマンドは一
貫して正確 

【評価項目２】 
デマンドの明確性 

【2点】 
特定したデマンドの説
明があいまい，または
不明確 

【４点】 
特定したデマンドの説
明のほとんどが具体的
で明確 

【６点】 
特定したデマンドの説
明がすべて具体的で明
確 

【評価項目３】 
デマンドの数 

【２点】 
課題場面状況からみて
特定したデマンドの数
が少ない 

【４点】 
課題場面状況からみて
平均的な数のデマンド
が特定できる 

【６点】 
課題場面状況からみて
平均以上のデマンドが
特定できる 
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【評価項目４】 
デマンドの幅 

【１点】 
EIPI の１つまたは２つ
のカテゴリのデマンド
しか特定できない 

【２点】 
EIPI の３つのカテゴリ
のデマンドが特定でき
ることが多い 

【３点】 
EIPI の４つのカテゴリ
のデマンドがつねに特
定できる 

【評価項目５】 
デマンドの分類 

【１点】 
デマンドをほとんど分
類していないか，正し
く分類していない 

【２点】 
デマンドをたまにしか
分類しておらず正しく
分類していないことも
ある 

【３点】 
デマンドをつねに分類
し，めったに間違えな
い 

【評価項目６】 
場の目的 

【１点】 
場の目的の性質や重要
性について，直接的・
間接的に明らかにでき
ていない 

【２点】 
場の目的の性質や重要
性について，議論する
能力がまだ低い，また
は不十分である 

【３点】 
場の目的の性質や重要
性について，正確かつ
論理的に述べられてい
る 

【評価項目７】 
人間関係／発話の性質
に起因するデマンドの
精緻性 

【１点】 
場面または状況から明
らかにわかるようなデ
マンドしか特定できな
い 

【２点】 
人間関係の力学やコミ
ュニケーションを反映
したデマンドをいくつ
か特定できる 

【３点】 
人間関係の力学やコミ
ュニケーションを反映
したデマンドをかなり
多く特定できる 

【評価項目８】 
通訳者の内面に起因す
るデマンドの把握 

【１点】 
通訳者に関係する内面
的な要素にふれていな
い，もしくはデマンド
として特定できていな
い 

【２点】 
通訳者に関係する内面
的な要素を特定して論
じるスキルが不十分，
もしくは正しく述べら
れていない 

【３点】 
通訳者に関係する内面
的な要素を認識し，デ
マンドとして明確に特
定している 

	

第 13 回「通訳者の内⾯に起因するデマンド」に向けた準備	

カリキュラム・ガイド及び受講資料に目を通しておくこと。	
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	 	 電話リレーサービスの通訳のための理論と実践	

１３． 通訳者の内⾯に起因するデマンド	
	

	

	

	

	

	

ねらい（学習⽬標）	

１． 通訳者の内面に起因するデマンドをコントロールと混同せず区別することができる。 

２． 自身について，通訳者の内面に起因するデマンドの発生傾向，コントロールの判断傾向を客観的
に述べることができる。	

	

到達⽬標との関連性	

1０.0．電話リレーサービスにおけるやりとりを利用者，相手先，通訳オペレータの３者によるコミュ
ニケーションとして捉え，刻一刻と状況が変化していくなかで通訳オペレータが対応すべきこ
とを構造的に把握することができる。 

15.0．対人専門職として，自己研鑽を続ける意欲及び態度を有している。 

	

研修時間	

１．５時間 

	

実施形態	

講義 

演習（グループ・ワーク） 

	

u 通訳者の内面に起因するデマンドとコントロールの区別 

u 自身における通訳者の内面に起因するデマンドの発生傾向とコントロールの判断傾向 

＜トピックス＞ 
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主な内容	

１． 通訳者の内面に起因するデマンドとコントロールの区別 

・ 通訳者の内面に起因するデマンドとコントロールの両方が通訳者自身に関わっていることへの意
識 

 

２． 自身における通訳者の内面に起因するデマンドの発生傾向とコントロールの判断傾向 

・ 演習による実施と解説 

  

※演習（グループ・ワーク） 

① ビッグ・ファイブ診断から通訳オペレーション業務におけるコントロールの選択傾向，通訳
者の内面に起因するデマンドの発生傾向を考える。 

② 第 10 回「電話応対の基本」での自分のパフォーマンスをふりかえり，通訳者の内面に起因
するデマンドの発生傾向を考える。 

	

必要な教材・資料	

• カリキュラム・ガイド及び受講資料 

	

事前課題	

カリキュラム・ガイド及び受講資料に目を通しておくこと。 

	

オンデマンド受講者の提出物	

• オンライン受講者がグループ・ワークとして行った課題に取りくみ，回答を提出すること。 

① ビッグファイブ診断から通訳オペレーション業務におけるコントロールの選択傾向，通訳者の内
面に起因するデマンドの発生傾向を考える 

② 第 10 回「電話応対の基本」での自分のパフォーマンスをふりかえり，通訳者の内面に起因する
デマンドの発生傾向を考える。 

• カリキュラム・ガイドのルーブリックによる評価を行い提出すること。 

	

ルーブリック	

＜学習⽬標に関する到達度＞	
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カテゴリ 5 10 15 

1. 通訳者の内面に起因
するデマンドをコン
トロールと混同せず
区別することができ
る。 

 

通訳者の内面に起因す
るデマンドをコントロ
ールと混同してしまう
ことが多い。 

通訳者の内面に起因す
るデマンドをコントロ
ールと混同してしまう
ことがある。 

つねに通訳者の内面に
起因するデマンドをコ
ントロールと混同せず
正確に区別することが
できる。 

2. 自身について，通訳
者の内面に起因する
デマンドの発生傾
向，コントロールの
判断傾向を客観的に
述べることができ
る。 

 

自身の内面に起因する
デマンドの発生傾向，
コントロールの判断傾
向をほとんど認識でき
ていない。 

自身の内面に起因する
デマンドの発生傾向，
コントロールの判断傾
向を主観的，部分的に
しか認識できていない
ことがある。 

自身の内面に起因する
デマンドの発生傾向，
コントロールの判断傾
向を客観的に述べるこ
とができる。 

	

	

第 14 回「通訳におけるコントロール」に向けた準備	

• 下記のすべてに目を通しておくこと。 

Ø カリキュラム・ガイド及び受講資料 

Ø 『デマンド・コントロール・スキーマ：対人専門職としての手話通訳 倫理的・効果的な意思

決定のために』の第２章「通訳におけるコントロール」 

Ø 『デマンド・コントロール・スキーマ：対人専門職としての手話通訳 倫理的・効果的な意思
決定のために』の第 10章「スーパービジョンによる省察的実践」 

• 第２章の「宿題」と第 10章の「理解チェック」を当日提出すること。 
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	 	 電話リレーサービスの通訳のための理論と実践	

１４． 通訳におけるコントロール	
	

	

	

	

	

	

ねらい（学習⽬標）	

１． 自身の有するコントロール・リソースを客観的に捉えることができる。 

２． 業務開始前・業務中・業務終了後の３つのコントロール機会に分けて，どのようなコントロール
の例があるのかあげることができる。 

３． 業務終了後のコントロールとしてのストレス・マネジメントの重要性について論じることができ
る。 

 

到達⽬標との関連性	

10.0．電話リレーサービスにおけるやりとりを利用者，相手先，通訳オペレータの３者によるコミュ
ニケーションとして捉え，刻一刻と状況が変化していくなかで通訳オペレータが対応すべきこ

とを構造的に把握することができる。 

11.0．通訳オペレーション業務において生じる状況を幅広く考慮して，倫理的かつ効果的な意思決定
を行うことができる。 

14.0．自身の力で課題を発見し，問題解決のための手立てを考えることができる。 

	

研修時間	

１．５時間 

	

実施形態	

講義 

演習（グループ・ワーク） 

u 自身のコントロール・リソース 

u ３つのコントロール機会 

u 業務終了後のストレス・マネジメント 

＜トピックス＞ 



62 

	

	

主な内容	

１． 自身のコントロール・リソース 

・ グループ・ワークにおける宿題のふりかえりと解説 

※宿題のふりかえり：自身のコントロール・リソースの特徴 

 

２．３つのコントロール機会 

・ 業務開始前・業務中・業務終了後それぞれのコントールの具体例	

※第 12 回で使用した電話リレーサービスの文脈におけるシナリオについて書き出したデマンド
に対し，業務開始前・業務中・業務終了後のコントロールをあげる。 

 

３．業務終了後のストレス・マネジメント 

・ 業務に関する相談/ストレスの放出 

・ セルフケア 

・ スーパービジョン 

	

必要な教材・資料	

• カリキュラム・ガイド及び受講資料 

• 「デマンド・コントロール・スキーマ：対人専門職としての手話通訳 倫理的・効果的な意思決定の
ために」 

	

事前課題	

• 下記のすべてに目を通しておくこと。 

Ø カリキュラム・ガイド及び受講資料 

Ø 『デマンド・コントロール・スキーマ：対人専門職としての手話通訳 倫理的・効果的な意思

決定のために』の第２章「通訳におけるコントロール」 

Ø 『デマンド・コントロール・スキーマ：対人専門職としての手話通訳 倫理的・効果的な意思
決定のために』の第 10章「スーパービジョンによる省察的実践」 

• 第２章の「宿題」と第 10章の「理解チェック」を当日提出すること。 
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オンデマンド受講者の提出物	

• 『デマンド・コントロール・スキーマ：対人専門職としての手話通訳 倫理的・効果的な意思決定の
ために』の第２章「通訳におけるコントロール」と第 10章「スーパービジョンによる省察的実
践」を読み，第２章の「宿題」と第 10章の「理解チェック」を提出すること。 

• オンライン受講者がグループ・ワークとして行った課題に取りくみ，回答を提出すること。 

① 『デマンド・コントロール・スキーマ：対人専門職としての手話通訳 倫理的・効果的な意思決
定のために』第２章「宿題」のふりかえり：自身のコントロール・リソースの特徴を把握す

る。 

② 第 12 回で使用した電話リレーサービスの文脈におけるシナリオについて書き出したデマンド
に対し，業務開始前・業務中・業務終了後のコントロールを挙げる。 

• カリキュラム・ガイドのルーブリックによる評価を行い提出すること。 

	

ルーブリック	

＜学習⽬標に関する到達度＞	

	 	

カテゴリ 5 10 15 

1. 自身の有するコント
ロール・リソースを
客観的に捉えること
ができる。 

 

自身の有するコントロ
ール・リソースを捉え
ることがほとんどでき
ない。 

自身の有するコントロ
ール・リソースをおお
まかに捉えているが，
主観も混じっている。 

つねに自身の有するコ
ントロール・リソース
を客観的に捉えること
ができる。 

2. 業務開始前・業務
中・業務終了後の３
つのコントロール機
会に分けて，どのよ
うなコントロールの
例があるのかあげる
ことができる。 

 

業務開始前・業務中・
業務終了後の３つのコ
ントロール機会に分け
て，どのようなコント
ロールの例があるのか
具体的にあげることが
できない。 

業務開始前・業務中・
業務終了後の３つのコ
ントロール機会に分け
て，どのようなコント
ロールの例があるのか
誰でも思いつくものを
あげることができる。 

業務開始前・業務中・
業務終了後の３つのコ
ントロール機会に分け
て，どのようなコント
ロールの例があるのか
詳細にあげることがで
きる。 

3. 業務終了後のコント
ロールとしてのスト
レス・マネジメント
の重要性について論
じることができる。 

 

業務終了後のコントロ
ー ル と し て の ス ト レ
ス・マネジメントの重
要性について論じるこ
と がほとんどで き な
い。 

業務終了後のコントロ
ー ル と し て の ス ト レ
ス・マネジメントの重
要性について部分的に
論じることができる。 

つねに業務終了後のコ
ントロールとしてのス
トレス・マネジメント
の重要性について適切
に論じる こ と が で き
る。 
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＜デマンド・コントロール・スキーマに関する到達度＞	

【評価項目９】 
コントロールの具体性 

【２点】 
デマンドに対して特定
したコントロールは具
体性に欠ける 

【４点】 
デマンドに対して特定
したコントロールは具
体的でないこともある 

【６点】 
デマンドに対して特定
したコントロールはつ
ねに具体的である 

【評価項目１０】 
さまざまなコントロー
ル機会への対応 

【１点】 
業務開始前，業務中，
業務終了後のコントロ
ール機会のうち，どれ
か１つの機会における
コントロールを特定で
きる 

【２点】 
業務開始前，業務中，
業務終了後のコントロ
ール機会のうち，２つ
の機会におけるコント
ロールを特定できる 

【３点】 
業務開始前，業務中，
業務終了後のすべての
コントロール機会にお
けるコントロールを特
定できる 

	

第 15 回「デマンドとコントロールの相互作⽤」に向けた準備	

• 下記のすべてに目を通しておくこと。 

Ø カリキュラム・ガイド及び受講資料 

Ø 『デマンド・コントロール・スキーマ：対人専門職としての手話通訳 倫理的・効果的な意思
決定のために』の第５章「デマンドとコントロールの相互作用」 

Ø 『デマンド・コントロール・スキーマ：対人専門職としての手話通訳 倫理的・効果的な意思
決定のために』の第７章「デマンドのコンステレーション」 

• 第５章と第７章の「理解チェック」を当日提出すること。 
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	 	 電話リレーサービスの通訳のための理論と実践	

１５． デマンドとコントロールの相互作⽤	
	

	

	

	

	

	

ねらい（学習⽬標）	

１． デマンドのコンステレーション（布置）を的確に把握し，コントロールの選択肢を絞り込むこと

ができる。 

２． 併発的デマンドを考慮しつつ，積極的-消極的な判断のスペクトラムにおいて，職業倫理に則った

判断を柔軟に考え出すことができる。 

３． 自身のコントロール決定の判断傾向について認識できる。 

	

到達⽬標との関連性	

10.0．電話リレーサービスにおけるやりとりを利用者，相手先，通訳オペレータの３者によるコミュ
ニケーションとして捉え，刻一刻と状況が変化していくなかで通訳オペレータが対応すべきこ
とを構造的に把握することができる。 

11.0．通訳オペレーション業務において生じる状況を幅広く考慮して，倫理的かつ効果的な意思決定
を行うことができる。 

12.0．通訳オペレータとして行った意思決定の結果を認識し，継続的な対応をとることができる。 

14.0．自身の力で課題を発見し，問題解決のための手立てを考えることができる。 

15.0．対人専門職として，自己研鑽を続ける意欲及び態度を有している。 

	

研修時間	

2．０時間 

	

u デマンドのコンステレーション 

u 積極的-消極的な判断のスペクトラムにおける倫理的・効果的な判断 

u 自身の判断傾向 

＜トピックス＞ 
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実施形態	

講義 

演習（グループ・ワーク） 

	

主な内容	

１． デマンドのコンステレーション 

・ 主要デマンドと併発的デマンド 

・ 倫理的・効果的な判断のための併発的デマンドの特定 

 

２．積極的-消極的な判断のスペクトラムにおける倫理的・効果的な判断 

・ 通訳者によって異なるデマンドとコントロールの相互作用 

・ 「積極的な判断」「消極的な判断」とは 

・ 積極的—消極的な判断のスペクトラムの範囲における倫理的・効果的な判断（コントロールの
選択肢） 

・ 柔軟性のある判断とは 

・ 倫理的・効果的でない判断 

 

３．自身の判断傾向 

・ 対人専門職として自身の判断傾向を認識することの重要性 

・ DC-Sルーブリックの評価項目 11 による評価 

 

※演習（グループ・ワーク） 

第 12 回，第 15 回で使用したシナリオを使用して，以下の課題に取りくむ。 

① いくつかの主要デマンドについて，デマンドのコンステレーションを作成する。 

② ①のデマンドに対するコントロールの選択肢を出しあう。 

③ ②であげられたコントロールの選択肢について，積極的−消極的な判断のスペクトラムにおい
てどのあたりに位置づけられるか確認しあう。 

④ 自身があげたコントロールの選択肢と，他の受講者があげたコントロールの選択肢をみて，自

身の判断傾向をつかむ。 

	

必要な教材・資料	

• カリキュラム・ガイド及び受講資料 

• 『デマンド・コントロール・スキーマ：対人専門職としての手話通訳 倫理的・効果的な意思決定
のために』 
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事前課題	

• 下記のすべてに目を通しておくこと。 

Ø カリキュラム・ガイド及び受講資料 

Ø 『デマンド・コントロール・スキーマ：対人専門職としての手話通訳 倫理的・効果的な意思
決定のために』の第５章「デマンドとコントロールの相互作用」 

Ø 『デマンド・コントロール・スキーマ：対人専門職としての手話通訳 倫理的・効果的な意思

決定のために』の第７章「デマンドのコンステレーション」 

• 第５章と第７章の「理解チェック」を当日提出すること。 

	

オンデマンド受講者の提出物	

• 『デマンド・コントロール・スキーマ：対人専門職としての手話通訳 倫理的・効果的な意思決定
のために』の第５章「デマンドとコントロールの相互作用」と第７章「デマンドのコンステレー
ション」を読み，各章末の「理解チェック」の解答を提出すること。 

• オンライン受講者がグループ・ワークとして行った課題（第 12 回，第 15 回で使用したシナリ

オを利用）に取りくみ，回答を提出すること。 

① いくつかの主要のデマンドについて，デマンドのコンステレーションを作成する。 

② ①のデマンドに対するコントロールの選択肢をあげる。 

③ ②であげられたコントロールの選択肢について，積極的-消極的な判断のスペクトラムにおい
てどのあたりに位置づけられるか確認する。 

④ 自身が挙げたコントロールの選択肢と，他の受講者が挙げたコントロールの選択肢をみて，

自身の判断傾向をつかむ。 

• カリキュラム・ガイドのルーブリックによる評価を行い提出すること。 

	

ルーブリック	

＜学習⽬標に関する到達度＞	

カテゴリ 5 10 15 

1. デマンドのコンステ
レーション（布置）
を的確に把握し，コ
ントロールの選択肢
を絞り込むことがで
きる。 

デマンドのコンステレ
ーション（布置）につ
いて把握することがほ
とんどできず，コント
ロールの選択肢を絞り
込めない。 

デマンドのコンステレ
ーション（布置）をお
おまかに把握し，コン
トロールの選択肢をあ
る程度絞り込むことが
できる。 

デマンドのコンステレ
ーション（布置）を的
確に把握し，コントロ
ールの選択肢を絞り込
むことができる。 
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2. 併発的デマンドを考
慮しつつ，積極的-
消極的な判断のスペ
クトラムにおいて，
職業倫理に則った判
断を柔軟に考え出す
ことができる。 

職業倫理に則った判断
について，自分で考え
出すことができず，他
人に「答え」を求めよ
うとする。 

併発的デマンドを考慮
しつつ，積極的-消極的
な判断のスペクトラム
の偏った範囲において
職業倫理に則った判断
を考え出すことができ
る。 

併発的デマンドを考慮
しつつ，積極的-消極的
な判断のスペクトラム
において，職業倫理に
則った判断を柔軟に考
え出すことができる。 

3. 自身のコントロール
決定の判断傾向につ
いて認識できる。 

 

自身のコントロール決
定の判断傾向について
ほとんど認識 で き な
い。 

自身のコントロール決
定の判断傾向について
お お ま か に認識 で き
る。 

自身のコントロール決
定の判断傾向について
詳細に認識できる。 

	

＜デマンド・コントロール・スキーマに関する到達度＞	

【評価項目１】 
デマンドの正確性 

【２点】 
特定したデマンドのほ
とんどが不正確 

【４点】 
特定したデマンドはほ
ぼ正確 

【６点】 
特定したデマンドは一
貫して正確 

【評価項目２】 
デマンドの明確性 

【2点】 
特定したデマンドの説
明があいまい，または
不明確 

【４点】 
特定したデマンドの説
明のほとんどが具体的
で明確 

【６点】 
特定したデマンドの説
明がすべて具体的で明
確 

【評価項目３】 
デマンドの数 

【２点】 
課題場面状況からみて
特定したデマンドの数
が少ない 

【４点】 
課題場面状況からみて
平均的な数のデマンド
が特定できる 

【６点】 
課題場面状況からみて
平均以上のデマンドが
特定できる 

【評価項目４】 
デマンドの幅 

【１点】 
EIPI の１つまたは２つ
のカテゴリのデマンド
しか特定できない 

【２点】 
EIPI の３つのカテゴリ
のデマンドが特定でき
ることが多い 

【３点】 
EIPI の４つのカテゴリ
のデマンドがつねに特
定できる 
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【評価項目５】 
デマンドの分類 

【１点】 
デマンドをほとんど分
類していないか，正し
く分類していない 

【２点】 
デマンドをたまにしか
分類しておらず正しく
分類していないことも
ある 

【３点】 
デマンドをつねに分類
し，めったに間違えな
い 

【評価項目６】 
場の目的 

【１点】 
場の目的の性質や重要
性について，直接的・
間接的に明らかにでき
ていない 

【２点】 
場の目的の性質や重要
性について，議論する
能力がまだ低い，また
は不十分である 

【３点】 
場の目的の性質や重要
性について，正確かつ
論理的に述べられてい
る 

【評価項目７】 
人間関係／発話の性質
に起因するデマンドの
精緻性 

【１点】 
場面または状況から明
らかにわかるようなデ
マンドしか特定できな
い 

【２点】 
人間関係の力学やコミ
ュニケーションを反映
したデマンドをいくつ
か特定できる 

【３点】 
人間関係の力学やコミ
ュニケーションを反映
したデマンドをかなり
多く特定できる 

【評価項目８】 
通訳者の内面に起因す
るデマンドの把握 

【１点】 
通訳者に関係する内面
的な要素にふれていな
い，もしくはデマンド
として特定できていな
い 

【２点】 
通訳者に関係する内面
的な要素を特定して論
じるスキルが不十分，
もしくは正しく述べら
れていない 

【３点】 
通訳者に関係する内面
的な要素を認識し，デ
マンドとして明確に特
定している 

【評価項目９】 
コントロールの具体性 

【２点】 
デマンドに対して特定
したコントロールは具
体性に欠ける 

【４点】 
デマンドに対して特定
したコントロールは具
体的でないこともある 

【６点】 
デマンドに対して特定
したコントロールはつ
ねに具体的である 

【評価項目１１】 
コントロール選択肢の
幅 

【１点】 
特定したコントロール
の選択肢は，積極的-消
極的な判断のスペクト
ラムにおいて，限られ
た範囲のものとなって
いる 

【２点】 
特定したコントロール
の選択肢は，すべてで
はないものの積極的-消
極的な判断のスペクト
ラムにおいて，偏った
範囲のものとなってい
る 

【３点】 
特定したコントロール
の選択肢は，積極的-消
極的な判断のスペクト
ラムにおいて幅広くあ
げられている 

	



70 

	

第 16 回「職業倫理に基づく実践」に向けた準備	

• 下記のすべてに目を通しておくこと。 

Ø カリキュラム・ガイド及び受講資料 

Ø 『デマンド・コントロール・スキーマ：対人専門職としての手話通訳 倫理的・効果的な意思
決定のために』の第６章「目的論と実践における価値観」 

Ø 『デマンド・コントロール・スキーマ：対人専門職としての手話通訳 倫理的・効果的な意思
決定のために』の第８章「コントロールの結果」 

• 第６章と第８章の「理解チェック」を当日提出すること。 
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	 	 電話リレーサービスの通訳のための理論と実践	

１６． 職業倫理に基づく実践	
	

	

	

	

	

	

ねらい（学習⽬標）	

１． 倫理的かつ効果的な意思決定アプローチにおいて，目的論と義務論それぞれの価値観の適用の仕

方を述べることができる。 

２． 「通訳オペレータ運用指針」にみられる職業の価値観がどのようなものであるか述べることがで

きる。 

３． コントロールの決定によって生じるポジティブ/ネガティブな結果とはどういうものか述べること
ができる。 

４． コントロールの決定によって生じるデマンドに対して継続的にコントロールで対応することが通
訳オペレータの責任であると認識できる。 

 

到達⽬標との関連性	

9.0．「通訳オペレータ運用指針」に示される職業倫理を保持することができる。 

10.0．電話リレーサービスにおけるやりとりを利用者，相手先，通訳オペレータの３者によるコミュ

ニケーションとして捉え，刻一刻と状況が変化していくなかで通訳オペレータが対応すべきこ
とを構造的に把握することができる。 

11.0．通訳オペレーション業務において生じる状況を幅広く考慮して，倫理的かつ効果的な意思決定
を行うことができる。 

12.0．通訳オペレータとして行った意思決定の結果を認識し，継続的な対応をとることができる。 

14.0．自身の力で課題を発見し，問題解決のための手立てを考えることができる。 

15.0．対人専門職として，自己研鑽を続ける意欲及び態度を有している。 

	

u 目的論/義務論における価値観の適用 

u 通訳オペレータの倫理規程にみる価値観 

u コントロールの決定によって生じるポジティブ/ネガティブな結果 

u 通訳オペレータとしての責任 

＜トピックス＞ 
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研修時間	

１．５時間 

	

実施形態	

講義 

演習（グループ・ワーク） 

	

主な内容	

１． 目的論/義務論における価値観の適用 

・ 目的論と義務論における価値観の適用の仕方の違い 

 

２．通訳オペレータの倫理規程にみる価値観 

・ 目的論的アプローチをとる対人専門職 

・ 通訳オペレータの役割：自律性，主体性，自己決定性の価値観の尊重 

 

３．コントロールの決定によって生じるポジティブ/ネガティブな結果 

・ ポジティブ/ネガティブな結果とは 

・ 共約不可能な価値 

・ 「デマンド」—「コントロール」—「結果」—「発生した新たなデマンド」の流れ
（DCCRD） 

 

４．通訳オペレータとしての責任 

・ コントロールの決定によって生じるデマンドに対して継続的にコントロールで対応することの

必要性	

	

※演習（グループ・ワーク）	

電話リレーサービスの⽂脈におけるシナリオを使⽤して，以下の課題に取りくむ。	

① ⽬的論／義務論に基づく意思決定を⾏い，(1)どのような意思決定になったか，(2)意思決定を
⾏ううえでどのような価値をどの段階で適⽤したのか話しあう。	

② デマンドとコントロールの組みあわせによって⽣じるポジティブ／ネガティブな結果を書き出
す。	
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必要な教材・資料	

• カリキュラム・ガイド及び受講資料 

• 『デマンド・コントロール・スキーマ：対人専門職としての手話通訳 倫理的・効果的な意思決定
のために』 

	

事前課題	

• 下記のすべてに目を通しておくこと。 

Ø カリキュラム・ガイド及び受講資料 

Ø 『デマンド・コントロール・スキーマ：対人専門職としての手話通訳 倫理的・効果的な意思
決定のために』の第６章「目的論と実践における価値観」 

Ø 『デマンド・コントロール・スキーマ：対人専門職としての手話通訳 倫理的・効果的な意思

決定のために』の第８章「コントロールの結果」 

• 第６章と第８章の「理解チェック」を当日提出すること。 

	

オンデマンド受講者の提出物	

• 『デマンド・コントロール・スキーマ：対人専門職としての手話通訳 倫理的・効果的な意思決定の
ために』の第６章「目的論と実践における価値観」と第８章「コントロールの結果」を読み，各章
末の「理解チェック」の解答を提出すること。 

• オンライン受講者がグループ・ワークとして行った課題（電話リレーサービスの文脈におけるシナ

リオを使用）に取りくみ，回答を提出すること。 

① 目的論/義務論に基づく意思決定を行い，(1)どのような意思決定になったか，(2)意思決定を
行ううえでどのような価値をどの段階で適用したのか確認する。 

② デマンドとコントロールの組み合わせによって生じるポジティブ/ネガティブな結果を書き出
す。 

• カリキュラム・ガイドのルーブリックによる評価を行い提出すること。 

	

ルーブリック	

＜学習⽬標に関する到達度＞	

カテゴリ 5 10 15 
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1. 倫理的かつ効果的な
意思決定アプローチ
において，目的論と
義務論それぞれの価
値観の適用の仕方を
述べることができ
る。 

倫理的かつ効果的な意
思決定アプローチにお
いて，目的論と義務論
それぞれの価値観を十
分に 理 解 で き て い な
い。 

倫理的かつ効果的な意
思決定アプローチにお
いて，目的論と義務論
それぞれの価値観の適
用の仕方をおおまかに
述べることができる。 

倫理的かつ効果的な意
思決定アプローチにお
いて，目的論と義務論
それぞれの価値観の適
用の仕方を詳細に述べ
ることができる。 

2. 「通訳オペレータ運
用指針」にみられる
職業の価値観がどの
ようなものであるか
述べることができ
る。 

 

「通訳オペレータ運用
指針」にみられる職業
の価値観についてほと
んど述べることができ
ない。 

「通訳オペレータ運用
指針」にみられる職業
の価値観がどのような
ものであるか２つとり
あげて述べることがで
きる。 

「通訳オペレータ運用
指針」にみられる職業
の価値観がどのような
ものであるか具体例を
あげて適切に述べるこ
とができる。 

3. コントロールの決定
によって生じるポジ
ティブ/ネガティブ
な結果とはどういう
ものか述べることが
できる。 

 

コントロールの決定に
よって生じるポジティ
ブ/ネガティブな結果と
はどういうものかほと
んど述べることができ
ない。 

コントロールの決定に
よって生じるポジティ
ブ/ネガティブな結果と
はどういうものかおお
まかに述べることがで
きる。 

コントロールの決定に
よって生じるポジティ
ブ/ネガティブな結果と
はどういうものか詳細
に述べる こ と が で き
る。 

4. コントロールの決定
によって生じるデマ
ンドに対して継続的
にコントロールで対
応することが通訳オ
ペレータの責任であ
ると認識できる。 

通訳オペレータの責任
として，コントロール
の決定によって生じる
デマンドに対して継続
的に対応しようとする
姿勢があま り持て な
い。 

通訳オペレータの責任
として，コントロール
の決定によって生じる
デマンドに対して継続
的に対応しようとする
姿勢を持てるときと持
てないときがある。 

通訳オペレータの責任
として，コントロール
の決定によって生じる
デマンドに対して継続
的に対応しようとする
姿勢をつねに保ってい
る。 

	

第 17 回「デマンド・コントロール・スキーマに基づいた事例検討」に向けた準備	

• 受講前にカリキュラム・ガイド及び受講資料に目を通しておくこと。 

• 『デマンド・コントロール・スキーマ：対人専門職としての手話通訳 倫理的・効果的な意思決定の

ために』の第３章「DC-Sルーブリック」と第９章「対話型作業分析」を読み，各章末の「理解チ
ェック」を当日提出すること。 

• 自身の通訳オペレーション業務の経験もしくは提示されたシナリオから１つ選び，ケース会議を行
うためのケースレポートを作成しておくこと。レポートの作成にあたっては，守秘義務に留意する
こと。 
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	 	 電話リレーサービスの通訳のための理論と実践	

１７． デマンド・コントロール・スキーマ
に基づいた事例検討	

	

	

	

	

	

	

ねらい（学習⽬標）	

１． 通訳オペレーション業務を，「デマンド」—「コントロール」—「結果」—「発生した新たなデ

マンド」（DCCRD）のプロセスで捉えることができる。 

２． ケース分析に必要な情報を適切に記したケースレポートを作成できる。 

３． 通訳オペレータ同士で対話型作業分析を用いて省察的実践の議論を行い，通訳オペレーション業
務における意思決定の改善につなげることができる。 

	

到達⽬標との関連性	

8.0．カスタマーサービスとしての電話応対をすることができる。 

9.0．「通訳オペレータ運用指針」に示される職業倫理を保持することができる。 

10.0．電話リレーサービスにおけるやりとりを利用者，相手先，通訳オペレータの３者によるコミュ

ニケーションとして捉え，刻一刻と状況が変化していくなかで通訳オペレータが対応すべきこと

を構造的に把握することができる。 

11.0．通訳オペレーション業務において生じる状況を幅広く考慮して，倫理的かつ効果的な意思決定

を行うことができる。 

12.0．通訳オペレータとして行った意思決定の結果を認識し，継続的な対応をとることができる。 

13.0．ケース検討を目的として，守秘義務に留意し制限された条件や状況下でケースの情報共有を行

うことができる。 

14.0．自身の力で課題を発見し，問題解決のための手立てを考えることができる。 

15.0．対人専門職として，自己研鑽を続ける意欲及び態度を有している。	

	

u DCCRDのプロセスで捉える通訳オペレーション 

u ケースレポートの作成 

u 対話型作業分析を用いた省察的実践の議論 

＜トピックス＞ 
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研修時間	

１．５時間 

	

実施形態	

演習 

	

主な内容	

１．DCCRDのプロセスで捉える通訳オペレーション 

・ DCCRDのプロセス 

・ DDCRDを用いて省察的実践の議論を行うことの意義 

 

２．ケースレポートの作成 

・ ケースレーポート作成上の留意事項 

 

３．対話型作業分析を用いた省察的実践の議論 

・ グループでの発表・議論 

（デマンドの把握とコントロールの決定については，DC-Sルーブリックの評価項目 1〜11 に
基づいて評価） 

 

※演習（グループ・ワーク） 

受講者が持ち寄ったケースレポートから２〜３つ選び，対話型作業分析を用いた省察的実践の議論
を行う。 

Ø ケース分析に必要／不要な情報の確認 

Ø 当該ケースのなかで考えられるコントロールについての検討 

Ø 自身の判断傾向と照らしあわせたふりかえり 

	

必要な教材・資料	

• カリキュラム・ガイド及び受講資料 

• 『デマンド・コントロール・スキーマ：対人専門職としての手話通訳 倫理的・効果的な意思決定
のために』	
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事前課題	

• カリキュラム・ガイド及び受講資料に目を通しておくこと。 

• 『デマンド・コントロール・スキーマ：対人専門職としての手話通訳 倫理的・効果的な意思決定の
ために』の第３章「DC-Sルーブリック」と第９章「対話型作業分析」を読み，各章末の「理解チ
ェック」を当日提出すること。 

• 自身の通訳オペレーション業務の経験もしくは提示されたシナリオから１つ選び，ケース会議を行
うためのケースレポートを作成しておくこと。レポートの作成にあたっては，守秘義務に留意する

こと。 

	

オンデマンド受講者の提出物	

• 『デマンド・コントロール・スキーマ：対人専門職としての手話通訳 倫理的・効果的な意思決定の

ために』の第３章「DC-Sルーブリック」と第９章「対話型作業分析」を読み，各章末の「理解チ
ェック」の解答を提出すること。 

• 自身の通訳オペレーション業務の経験もしくは提示されたシナリオから１つ選び，ケース会議を行
うためのケースレポートを作成すること。レポートの作成にあたっては，守秘義務に留意するこ
と。 

• 作成したケースレポートについて，以下についてまとめたものを提出すること。 

① ケース分析に必要/不要な情報の確認 

② 当該ケースの中で考えられるコントロールについての検討 

③ 自身の判断傾向と照らし合わせたふりかえり 

• カリキュラム・ガイドのルーブリックによる評価を行い提出すること。 

 

ルーブリック	

＜学習⽬標に関する到達度＞	

カテゴリ 5 10 15 

1. 通訳オペレーション
業務を ,「 デ マ ン
ド」—「コントロー
ル」—「結果」—
「発生した新たなデ
マ ン ド 」
（DCCRD）のプロ
セスで捉えることが
できる。 

通訳オペレーション業
務を，DCCRD のプロ
セスの一部分でしか捉
えることができない。 

通訳オペレーション業
務を，DCCRD のプロ
セスで捉えられること
が多い。 

通訳オペレーション業
務を，つねに DCCRD
のプロセスで的確に捉
えることができる。 
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2. ケース分析に必要な
情報を適切に記した
ケースレポートを作
成できる。 

 

ケース分析に必要な情
報について，不足ある
いは過度に記したケー
ス レポー ト を 作 成 す
る。 

ケース分析に必要な情
報について，やや不足
あるいはやや過度に記
したケースレポートを
作成する。 

ケース分析に必要な情
報について，過不足な
く適切に記したケース
レポー ト を 作 成 で き
る。 

3. 通訳オペレータ同士
で対話型作業分析を
用いて省察的実践の
議論を行い，通訳オ
ペレーション業務に
おける意思決定の改
善につなげることが
できる。 

通訳オペレータ同士で
対話型作業分析を用い
た省察的実践の議論を
行うことがほとんどで
きない。 

通訳オペレータ同士で
対話型作業分析を用い
ておおまかな議論を行
い，通訳オペレーショ
ン業務における意思決
定について，何らかの
気づきを得ることがで
きる。 

通訳オペレータ同士で
対話型作業分析を用い
て省察的実践の詳細な
議論を行い，通訳オペ
レーション業務におけ
る意思決定の改善につ
なげることができる。 

	

＜デマンド・コントロール・スキーマに関する到達度＞	

【評価項目１】 
デマンドの正確性 

【２点】 
特定したデマンドのほ
とんどが不正確 

【４点】 
特定したデマンドはほ
ぼ正確 

【６点】 
特定したデマンドは一
貫して正確 

【評価項目２】 
デマンドの明確性 

【2点】 
特定したデマンドの説
明があいまい，または
不明確 

【４点】 
特定したデマンドの説
明のほとんどが具体的
で明確 

【６点】 
特定したデマンドの説
明がすべて具体的で明
確 

【評価項目３】 
デマンドの数 

【２点】 
課題場面状況からみて
特定したデマンドの数
が少ない 

【４点】 
課題場面状況からみて
平均的な数のデマンド
が特定できる 

【６点】 
課題場面状況からみて
平均以上のデマンドが
特定できる 
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【評価項目４】 
デマンドの幅 

【１点】 
EIPI の１つまたは２つ
のカテゴリのデマンド
しか特定できない 

【２点】 
EIPI の３つのカテゴリ
のデマンドが特定でき
ることが多い 

【３点】 
EIPI の４つのカテゴリ
のデマンドがつねに特
定できる 

【評価項目５】 
デマンドの分類 

【１点】 
デマンドをほとんど分
類していないか，正し
く分類していない 

【２点】 
デマンドをたまにしか
分類しておらず正しく
分類していないことも
ある 

【３点】 
デマンドをつねに分類
し，めったに間違えな
い 

【評価項目６】 
場の目的 

【１点】 
場の目的の性質や重要
性について，直接的・
間接的に明らかにでき
ていない 

【２点】 
場の目的の性質や重要
性について，議論する
能力がまだ低い，また
は不十分である 

【３点】 
場の目的の性質や重要
性について，正確かつ
論理的に述べられてい
る 

【評価項目７】 
人間関係／発話の性質
に起因するデマンドの
精緻性 

【１点】 
場面または状況から明
らかにわかるようなデ
マンドしか特定できな
い 

【２点】 
人間関係の力学やコミ
ュニケーションを反映
したデマンドをいくつ
か特定できる 

【３点】 
人間関係の力学やコミ
ュニケーションを反映
したデマンドをかなり
多く特定できる 

【評価項目８】 
通訳者の内面に起因す
るデマンドの把握 

【１点】 
通訳者に関係する内面
的な要素にふれていな
い，もしくはデマンド
として特定できていな
い 

【２点】 
通訳者に関係する内面
的な要素を特定して論
じるスキルが不十分，
もしくは正しく述べら
れていない 

【３点】 
通訳者に関係する内面
的な要素を認識し，デ
マンドとして明確に特
定している 

【評価項目９】 
コントロールの具体性 

【２点】 
デマンドに対して特定
したコントロールは具
体性に欠ける 

【４点】 
デマンドに対して特定
したコントロールは具
体的でないこともある 

【６点】 
デマンドに対して特定
したコントロールはつ
ねに具体的である 
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【評価項目１０】 
さまざまなコントロー
ル機会への対応 

【１点】 
業務開始前，業務中，
業務終了後のコントロ
ール機会のうち，どれ
か１つの機会における
コントロールを特定で
きる 

【２点】 
業務開始前，業務中，
業務終了後のコントロ
ール機会のうち，２つ
の機会におけるコント
ロールを特定できる 

【３点】 
業務開始前，業務中，
業務終了後のすべての
コントロール機会にお
けるコントロールを特
定できる 

【評価項目１１】 
コントロール選択肢の
幅 

【１点】 
特定したコントロール
の選択肢は，積極的-消
極的な判断のスペクト
ラムにおいて，限られ
た範囲のものとなって
いる 

【２点】 
特定したコントロール
の選択肢は，すべてで
はないものの積極的-消
極的な判断のスペクト
ラムにおいて，偏った
範囲のものとなってい
る 

【３点】 
特定したコントロール
の選択肢は，積極的-消
極的な判断のスペクト
ラムにおいて幅広くあ
げられている 

	

第 18 回「⽇本⼿話スキル・⼿話通訳スキル・⽂字通訳スキルの向上」に向けた準備	

カリキュラム・ガイド及び受講資料に目を通しておくこと。	
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	 	 実践トレーニング	

１８． ⽇本⼿話スキル・⼿話通訳スキル・
⽂字通訳スキルの向上	

	

	

	

	

	

	

ねらい（学習⽬標）	

＜手話通訳オペレータ＞ 

１． 日本手話スキルにおける自身の課題を認識し，スキルアップのための具体的な手立てを考えて実
践できる。 

２． 「理解」→「保持」→「再表現」の通訳プロセスにおける自身の課題を認識し，スキルアップの
ための具体的な手立てを考えて実践できる。 

 

＜文字通訳オペレータ＞ 

1. 要約筆記技法を習得し，話者の話した内容を簡潔かつ正確に伝える文にして入力することができ
る。 

2. 定型文のショートカットキー入力など，効率的に入力することができる。 

3. 先天性聴覚障害者の文章理解方略や「やさしい日本語」を考慮したわかりやすい文で入力するこ

とができる。 

 

到達⽬標との関連性	

6.0．高い言語スキルと通訳スキルを以て，利用者や相手先の発話を手話/文字/音声に変換することが

できる。 

	

研修時間	

4．５時間 

	

u 日本手話スキルにおける自身の課題の認識とスキルアップのための手立て 

u 通訳スキルにおける自身の課題の認識とスキルアップのための手立て 

＜トピックス＞ 
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実施形態	

演習 

	

主な内容	

＜手話通訳オペレータ＞ 

１． 日本手話スキルにおける自身の課題の認識とスキルアップのための手立て 

・ 通訳パフォーマンスに対するフィードバック指導 

・ 日本手話の言語的知識に照らしあわせた自身の課題分析 

 

２．通訳スキルにおける自身の課題の認識とスキルアップのための手立て 

・ 通訳パフォーマンスに対するフィードバック指導 

・ 通訳プロセスからみる自身の課題分析 

 

※演習 

提示された通訳素材について訳出を行い，フィードバック指導を受ける。 

 

＜文字通訳オペレータ＞ 

1. 要約筆記技法 

・ スコーピング，文末処理，省略，置換，付加，圧縮，切り離しなどの要約筆記技法について 

・ 提示された通訳素材を用いた入力練習 

 

2. 効率的な入力 

・ 提示された通訳素材を用いた入力練習 

 

3. 日本語非母語話者の利用者を考慮したわかりやすい日本語 

・ 提示された通訳素材を用いた入力練習 

（第３回「聴覚障害者からみた日本語・日本文化」，第４回「第２言語としての日本語を考慮し

た通訳」を参照） 

	

※演習 

提示された通訳素材について訳出を行い，フィードバック指導を受ける。 
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必要な教材・資料	

• カリキュラム・ガイド及び受講資料 

• （文字通訳オペレータのみ）「文字オペレータ対応マニュアル」 

	

事前課題	

• カリキュラム・ガイド及び講義資料に目を通しておくこと。 

• （文字通訳オペレータのみ）文字通訳オペレータ対応マニュアルに示された定型文やショートカ
ットキー入力がスムーズに入力できるように練習しておくこと。 

	

オンデマンド受講者の提出物	

• 提示された通訳素材について訳出を行い，その様子をスマートフォン等で撮影して提出するこ
と。 

• カリキュラム・ガイドのルーブリックによる評価を行い提出すること。 

	

ルーブリック	

＜学習⽬標に関する到達度（⼿話通訳オペレータ）＞	

カテゴリ 5 10 15 

1. 日本手話スキルにお
ける自身の課題を認
識し，スキルアップ
のための具体的な手
立てを考えて実践で
きる。 

 

日本手話スキルにおけ
る自身の課題がほとん
どわからない。 

日本手話スキルにおけ
る自身の課題がわから
ないことがあり，スキ
ルアップのための手立
てを考えることが難し
いことがある。 

日本手話スキルにおけ
る自身の課題を明確に
認識し，スキルアップ
のための具体的な手立
て を 考 え て 実 践 で き
る。 

2. 「理解」→「保持」
→「再表現」の通訳
プロセスにおける自
身の課題を認識し，
スキルアップのため
の具体的な手立てを
考えて実践できる。 

 

「理解」→「保持」→
「再表現」の通訳プロ
セスで自身の課題がど
こにあるかを認識する
ことができない。 

「理解」→「保持」→
「再表現」の通訳プロ
セスで自身の課題がど
こにあるかを認識する
ことが難しいことがあ
る。 

「理解」→「保持」→
「再表現」の通訳プロ
セスで自身の課題がど
こにあるかを認識し，
スキルアップのための
具体的な手立てを考え
て実践できる。 
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＜学習⽬標に関する到達度（⽂字通訳オペレータ）＞	

カテゴリ 5 10 15 

1. 要約筆記技法を習得
し，話者の話した内
容を簡潔かつ正確に
伝える文にして入力
することができる。 

要約筆記技法を 使 っ
て，話者の話した内容
を簡潔かつ正確に伝え
る文にして入力するこ
と がほとんどで き な
い。 

要約筆記技法を 使 っ
て，話者の話した内容
を簡潔かつ正確に伝え
る文にして入力するこ
とができるときとでき
ないときがある。 

要約筆記技法を 使 っ
て，つねに話者の話し
た内容を簡潔かつ正確
に伝える文にして入力
することができる。 

2. 定型文のショートカ
ットキー入力など，
効率的に入力するこ
とができる。 

 

定型文のショートカッ
トキー入力などをほと
んど覚えておらず，使
っていない。 

定型文のショートカッ
トキー入力をいくつか
覚えており，ある程度
効率的に入力すること
ができる。 

定型文のショートカッ
トキー入力をすべて覚
えており，つねに効率
的に入力することがで
きる。 

3. 先天性聴覚障害者の
文章理解方略や「や
さしい日本語」を考
慮したわかりやすい
文で入力することが
できる。 

先天性聴覚障害者の文
章理解方略や「やさし
い日本語」を考慮した
文で入力することがほ
とんどできない。 

先天性聴覚障害者の文
章理解方略や「やさし
い日本語」をある程度
考慮した文で入力する
ことができる。 

先天性聴覚障害者の文
章理解方略や「やさし
い日本語」を十分に考
慮した文で入力するこ
とができる。 

	

第 19 回「現場実習」に向けた準備	

カリキュラム・ガイド及びこれまでに使用した受講資料に目を通しておくこと。	
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	 	 実践トレーニング	

１９． 現場実習	
	

	

	

	

	

	

ねらい（学習⽬標）	

１． 高い言語スキルと通訳スキルを以て，話者が述べたことを過不足なく，かつわかりやすく手話/文

字/音声に変換することができる。 

２． 通訳オペレータとして対応すべきデマンドを構造的にとらえ，職業倫理に則った柔軟な判断を行
うことができる。 

３． カスタマーサービスとしての電話応対ができる。 

４． 通話マネジメント方略を適切に使うことができる。 

５． 担当した通訳オペレーション業務についてケースレポートを作成・提示し，意思決定の改善につ

ながる省察的実践の議論を行うことができる。 

 

到達⽬標との関連性	

1.0．電話リレーサービスの仕組みと社会的意義を理解している。 

2.0．電話リレーサービスにおける通訳オペレータの役割を理解している。 

3.0．発信を受けてから通話を終了するまでの通訳オペレーションの手順をスムーズに行うことができ
る。 

4.0．電話リレーサービスの多様な利用者像やそのコミュニケーション・ニーズについて知識を有して
いる。 

5.0．電話リレーサービスの多様な利用者像やそのコミュニケーション・ニーズについての知識を利用

者と相手先のコミュニケーションを円滑につなぐ通訳オペレーションに活かすことができる。 

6.0．高い言語スキルと通訳スキルを以て，利用者や相手先の発話を手話/文字/音声に変換することが
できる。 

7.0．利用者と相手先のターンテイキングの調整や，一方の発話がない状況における情報提供などの通
話マネジメント方略を有している。 

8.0．カスタマーサービスとしての電話応対をすることができる。 

u 現場実習とふりかえり（対話型作業分析を用いた省察的実践） 

＜トピックス＞ 
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9.0．「通訳オペレータ運用指針」に示される職業倫理を保持することができる。 

10.0．電話リレーサービスにおけるやりとりを利用者，相手先，通訳オペレータの３者によるコミュ
ニケーションとして捉え，刻一刻と状況が変化していくなかで通訳オペレータが対応すべきこ

とを構造的に把握することができる。 

11.0．通訳オペレーション業務において生じる状況を幅広く考慮して，倫理的かつ効果的な意思決定
を行うことができる。 

12.0．通訳オペレータとして行った意思決定の結果を認識し，継続的な対応をとることができる。 

13.0．ケース検討を目的として，守秘義務に留意し制限された条件や状況下でケースの情報共有を行
うことができる。 

14.0．自身の力で課題を発見し，問題解決のための手立てを考えることができる。 

15.0．対人専門職として，自己研鑽を続ける意欲及び態度を有している。 

	

研修時間	

４．５時間 

	

実施形態	

実習 

	

主な内容	

１． 現場実習 

・ 自身の通訳オペレーション業務について，カリキュラム・ガイドのルーブリックを利用して評価
を行う。 

 

２．ふりかえり（対話型作業分析を用いた省察的実践） 

・ ケースレポートをもとにグループで議論を行い，目的論に基づいた意思決定についてふりかえり
と検討を行う。 

	

必要な教材・資料	

• カリキュラム・ガイド及びこれまでに使用した受講資料 

	

事前課題	

カリキュラム・ガイド及びこれまでに使用した受講資料に目を通しておくこと。 
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オンデマンド受講者の提出物	

• 自身が行った通訳オペレーション業務について，カリキュラム・ガイドのルーブリックを利用し

て評価を行い提出すること。 

• ケースレポートを作成し，目的論に基づいた意思決定について検討したことをまとめて提出する

こと。 

	

ルーブリック	

＜学習⽬標に関する到達度＞	

カテゴリ 5 10 １5 

1. 高い言語スキルと通
訳スキルを以て，話
者が述べたことを過
不足なく，かつわか
りやすく手話/文字/
音声に変換すること
ができる。 

 

話者が述べたことを手
話/文字/音声に変換す
るのに支障をきたして
いる。 

話者が述べたことを手
話/文字/音声に変換す
ることができるが，等
価性とわかりやすさに
つい て不十分さが残
る。 

つねに話者が述べたこ
とを過不足なく，かつ
わかりやすく手話/文字
/音声に変換することが
できる。 

2. 通訳オペレータとし
て対応すべきデマン
ドを構造的にとら
え，職業倫理に則っ
た柔軟な判断を行う
ことができる。 

通訳オペレータとして
対応すべきデマンドが
捉えられず，倫理的・
効果的な判断を行うこ
と がほとんどで き な
い。 

通訳オペレータとして
対応すべきデマンドを
ある程度とらえられる
が，必ずしも倫理的・
効果的な判断が行えて
いるわけではない。 

通訳オペレータとして
対応すべきデマンドを
構造的にとらえ，つね
に倫理的・効果的な判
断を 行 う こ と が で き
る。 

3. カスタマーサービス
としての電話応対が
できる。 

 

カスタマーサービスと
しての電話応対がほと
んどできない。 

カスタマーサービスと
しての電話応対がだい
たいできる。 

つねにカスタマーサー
ビスとしての電話応対
ができる。 
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第 20 回「学習のふりかえりと到達度のチェック」に向けた準備	

カリキュラム・ガイド及びこれまでに使用した受講資料に目を通しておくこと。	

  

4. 通話マネジメント方
略を適切に使うこと
ができる。 

 

通話マネジメント方略
を適切に使うことがほ
とんどできない。 

通話マネジメント方略
を部分的に使うことが
できる。 

つねに通話マネジメン
ト方略を適切に使うこ
とができる。 

5. 担当した通訳オペレ
ーション業務につい
てケースレポートを
作成し，意思決定の
改善につながる省察
的実践の議論を行う
ことができる。 

担当した通訳オペレー
ション業務について建
設的な議論を行えるよ
うなケースレポートを
作成できない。 

担当した通訳オペレー
ション業務についてい
くつかの確認を要する
が，建設的な議論を行
うためのケースレポー
トを作成できる。 

担当した通訳オペレー
ション業務について建
設的な議論を十分に行
うことができるような
ケースレポートを作成
できる。 
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	 	 まとめ	

２０． 学習のふりかえりと到達度チェック	
	

	

	

	

	

	

ねらい（学習⽬標）	

１． 研修で学んだことについて，自身の知識とスキルの到達度を客観的に認識できる。 

２． 今後，現場実践の中で研鑽を積むべき自身の課題を明確にし，知識やスキル向上のための具体的
な手立てを述べることができる。 

	

到達⽬標との関連性	

1.0 電話リレーサービスの仕組みと社会的意義を理解している。 

2.0. 電話リレーサービスにおける通訳オペレータの役割を理解している。 

3.0. 発信を受けてから通話を終了するまでの通訳オペレーションの手順をスムーズに行うことができ
る。 

4.0. 電話リレーサービスの多様な利用者像やそのコミュニケーション・ニーズについて知識を有して
いる。 

5.0. 電話リレーサービスの多様な利用者像やそのコミュニケーション・ニーズについての知識を利用
者と相手先のコミュニケーションを円滑につなぐ通訳オペレーションに活かすことができる。 

6.0. 高い言語スキルと通訳スキルを以て，利用者や相手先の発話を手話/文字/音声に変換することが
できる。 

7.0. 利用者と相手先のターンテイキングの調整や，一方の発話がない状況における情報提供などの通
話マネジメント方略を有している。 

8.0. カスタマーサービスとしての電話応対をすることができる。 

9.0. 「通訳オペレータ運用指針」に示される職業倫理を保持することができる。 

10.0. 電話リレーサービスにおけるやりとりを利用者，相手先，通訳オペレータの３者によるコミュニ
ケーションとして捉え，刻一刻と状況が変化していくなかで通訳オペレータが対応すべきことを
構造的に把握することができる。 

11.0. 通訳オペレーション業務において生じる状況を幅広く考慮して，倫理的かつ効果的な意思決定を

行うことができる。 

u ワークシートを使用した知識やスキル向上のための自己評価および計画作成 

＜トピックス＞ 
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12.0. 通訳オペレータとして行った意思決定の結果を認識し，継続的な対応をとることができる。 

13.0. ケース検討を目的として，守秘義務に留意し制限された条件や状況下でケースの情報共有を行う
ことができる。 

14.0. 自身の力で課題を発見し，問題解決のための手立てを考えることができる。 

15.0. 対人専門職として，自己研鑽を続ける意欲及び態度を有している。 

	

研修時間	

0.5 時間 

	

実施形態	

演習 

	

主な内容	

ワークシートを使用して以下の作業を行う。 

・ チェックリストを利用して，自身の電話リレーサービスに関する知識，聴覚障害者等の利用者に
関する知識，各種規程等に関する知識，言語スキル，通訳スキル，電話応対スキル，倫理的・効

果的な意思決定を行うスキル，省察的実践に基づいて知識やスキルを向上させていくための基盤
づくりの到達度について評価を行う。 

・ 到達度の低い項目について，知識やスキル向上のための具体的な手立てと取り組みのための計画
を書き出す。 

	

必要な教材・資料	

• カリキュラム・ガイド 

• ワークシート 

	

事前課題	

• カリキュラム・ガイド及びこれまでに使用した受講資料に目を通しておくこと。 

	

オンデマンド受講者の提出物	

ワークシートを使用して以下の作業を行い，提出すること。 
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① チェックリストを利用して，自身の電話リレーサービスに関する知識，聴覚障害者等の利用者
に関する知識，各種規程等に関する知識，言語スキル，通訳スキル，電話応対スキル，倫理
的・効果的な意思決定を行うスキル，省察的実践に基づいて知識やスキルを向上させていくた

めの基盤づくりの到達度について評価を行う。 

② 到達度の低い項目について，知識やスキル向上のための具体的な手立てと取り組みのための計
画を書き出す。 
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ワークシート	

１． 通訳オペレータに求められる知識・技術・姿勢の到達度チェック	

下記の通訳オペレータに求められる知識・技術・姿勢について，あなたの到達度を「1：全くできな

い」「2：あまりできない」「３：どちらとも言えない」「４：だいたいできる」「５：大変よくで

きる」の５段階で評価してください（あてはまる番号のセルに「◯」をつける）。 

１５の到達目標 

!
１
#
全
く
で
き
な
い 

!
２
#
あ
ま
り
で
き
な
い 

!
３
#
ど
ち
ら
と
も
言
え
な
い 

!
４
#
だ
い
た
い
で
き
る 

!
５
#
大
変
よ
く
で
き
る 

1.0 電話リレーサービスの仕組みと社会的意義を理解している。      

2.0 電話リレーサービスにおける通訳オペレータの役割を理解してい

る。 
     

3.0 発信を受けてから通話を終了するまでの通訳オペレーションの手

順をスムーズに行うことができる。 

 

     

4.0 電話リレーサービスの多様な利用者像やそのコミュニケーショ

ン・ニーズについて知識を有している。 

 

 

     

5.0 電話リレーサービスの多様な利用者像やそのコミュニケーショ

ン・ニーズについての知識を利用者と相手先のコミュニケーショ

ンを円滑につなぐ通訳オペレーションに活かすことができる。 

     

6.0 高い言語スキルと通訳スキルを以て，利用者や相手先の発話を手

話/文字/音声に変換することができる。 
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7.0 利用者と相手先のターンテイキングの調整や，一方の発話がない

状況における情報提供などの通話マネジメント方略を有してい

る。 

     

8.0 カスタマーサービスとしての電話応対をすることができる。      

9.0 「通訳オペレータ運用指針」に示される職業倫理を保持すること

ができる。 
     

10.0 電話リレーサービスにおけるやりとりを利用者，相手先，通訳オ

ペレータの３者によるコミュニケーションとして捉え，刻一刻と

状況が変化していくなかで通訳オペレータが対応すべきことを構

造的に把握することができる。 

     

11.0 通訳オペレーション業務において生じる状況を幅広く考慮して，

倫理的かつ効果的な意思決定を行うことができる。 
     

12.0 通訳オペレータとして行った意思決定の結果を認識し，継続的な

対応をとることができる。 
     

13.0 ケース検討を目的として，守秘義務に留意し制限された条件や状

況下でケースの情報共有を行うことができる。 
     

14.0 自身の力で課題を発見し，問題解決のための手立てを考えること

ができる。 
     

15.0 対人専門職として，自己研鑽を続ける意欲及び態度を有してい

る。 
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２． 今後の取り組み	

上記の評価において，「３：どちらとも言えない」以下だった項目について，今後，知識・技術・姿

勢を向上させるための具体的な手立てと取り組みの計画スケジュールをまとめてください。 

15 の到達目標のうち「３」以下の項目について右

欄にチェックを入れてください 

向上のための具体的

な手立て 

取りくみの計画スケ

ジュール 

1.0 電話リレーサービスの仕組みと社会的意義を理

解している。 
   

2.0 電話リレーサービスにおける通訳オペレータの

役割を理解している。 
   

3.0 発信を受けてから通話を終了するまでの通訳オ

ペレーションの手順をスムーズに行うことがで

きる。 

   

4.0 電話リレーサービスの多様な利用者像やそのコ

ミュニケーション・ニーズについて知識を有し

ている。 

 

   

5.0 電話リレーサービスの多様な利用者像やそのコ

ミュニケーション・ニーズについての知識を利

用者と相手先のコミュニケーションを円滑につ

なぐ通訳オペレーションに活かすことができ

る。 

   

6.0 高い言語スキルと通訳スキルを以て，利用者や

相手先の発話を手話/文字/音声に変換すること

ができる。 

   

7.0 利用者と相手先のターンテイキングの調整や，

一方の発話がない状況における情報提供などの

通話マネジメント方略を有している。 
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8.0 カスタマーサービスとしての電話応対をするこ

とができる。 
   

9.0 「通訳オペレータ運用指針」に示される職業倫

理を保持することができる。 
   

10.0 電話リレーサービスにおけるやりとりを利用

者，相手先，通訳オペレータの３者によるコミ

ュニケーションとして捉え，刻一刻と状況が変

化していくなかで通訳オペレータが対応すべき

ことを構造的に把握することができる。 

   

11.0 通訳オペレーション業務において生じる状況を

幅広く考慮して，倫理的かつ効果的な意思決定

を行うことができる。 

   

12.0 通訳オペレータとして行った意思決定の結果を

認識し，継続的な対応をとることができる。 
   

13.0 ケース検討を目的として，守秘義務に留意し制

限された条件や状況下でケースの情報共有を行

うことができる。 

   

14.0 自身の力で課題を発見し，問題解決のための手

立てを考えることができる。 
   

15.0 対人専門職として，自己研鑽を続ける意欲及び

態度を有している。 
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